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ル
刹
那
俄
然
大
震
動
起
リ
、
大
音
響

ト
共
ニ
庁
舎
激
動
、
本
箱
其
他
ノ
備

付
物
品
顚
落
シ
、
壁
ハ
剥
脱
落
下
シ

テ
起
立
歩
行
困
難
、
今
ヤ
庁
舎
崩
壊

セ
ン
ト
ス
、
署
員
ハ
身
ヲ
以
テ
庁
外

ニ
避
難
シ
、
署
長
ハ
署
員
ノ
避
難
ト

激
動
ノ
静
マ
ル
ヲ
待
テ
署
外
ニ
出

ヅ
、
此
ノ
激
動
三
分
時
以
上
ヲ
出
デ

ス
、
署
外
ハ
全
潰
、
半
潰
ノ
家
屋
算

ナ
ク
、
天
空
朦
々
陰
暗
ト
シ
テ
間
断

ナ
ク
強
烈
ノ
余
震
襲
来
シ
、
妖
音
何

レ
ニ
カ
発
シ
、
道
路
、
空
地
ニ
避
難

セ
ル
人
々
ハ
跪
座
、
又
ハ
俯
臥
シ
テ

顔
色
蒼
然
唯
救
ヲ
求
ム
ル
ノ
ミ
、
時

下
町
方
面
ヨ
リ
海
嘯
来
ル
ト
叫
号
避

難
シ
来
ル
者
ア
リ
、
平
塚
方
面
ニ
当

リ
テ
一
大
音
響
ト
共
ニ
黒
煙
天
ニ
沖

シ
、
其
ノ
附
近
ニ
白
煙
ノ
朦
々
立
昇

ル
ア
リ
、
大
火
災
ノ
各
所
ニ
発
生
セ

ル
ヲ
思
ハ
シ
メ
、
日
光
為
メ
ニ
光
ヲ

失
ヒ
展
望
自
由
ナ
ラ
ズ

 

大
磯
町
史
か
ら
抜
粋

　大
正
一
二
年
九
月
一
日
午
前
一
一

時
五
八
分
、
相
模
湾
北
西
部
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の

激
震
が
関
東
地
方
を
襲
っ
た
。

　当
時
、
町
な
か
南
本
町
通
り
に
あ

っ
た
大
磯
警
察
署
（
現
在
の
大
磯
消

防
署
位
置
）
は
「
警
察
日
誌
」
で
つ

ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

震
災
ニ
関
ス
ル
九
月
中
ノ
警
察
日
誌

ヲ
左
ニ
掲
グ

　九
月
一
日

　土
曜

　晴

　
　大

　地

　震

　

　署
ノ
時
計
ハ
午
後
零
時
十
分
、
署

長
ハ
其
ノ
室
ニ
在
リ
テ
中
食
ヲ
執
ラ

ン
ト
シ
、署
在
員
平
根
巡
査
部
長
ハ
、

水
島
・
神
谷
両
巡
査
ト
共
ニ
高
等
事

務
室
ニ
テ
選
挙
事
務
ニ
、
高
野
沢
、

稲
富
、
五
木
田
、
門
馬
、
渡
辺
ノ
各
巡

査
ト
佐
藤
衛
生
技
手
、
藤
田
電
話
工

夫
等
ハ
各
担
当
事
務
ヲ
管
掌
シ
居
タ

大磯駅の被害（大磯警察署編「震災記録」）

９
月
１
日
は

 
「
防
災
の
日
」

大
正
12
年
９
月
１
日
発
生
し
た
関
東
大
震

災
（
関
東
地
震
）
に
よ
り
国
は
こ
の
日
を

「
防
災
の
日
」
に
定
め
ま
し
た
。

列車転覆現場（大磯警察署編「震災記録」）
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伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
前
ま

で
、
防
災
訓
練
は
町
が
主
体
と
な
り

参
加
を
お
願
い
す
る
形
で
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
震

災
後
、『
防
災
は
「
住
民
」
が
主
体

で
「
考
え
改
善
し
実
践
す
る
」
こ
と

に
重
点
を
置
く
』
こ
と
と
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
全
区
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
自
主
防
災
活
動
を
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
と
と
も
に
防
災
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
、
他
地
区
の
取
組
み
事

例
や
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
少

し
ず
つ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
全

体
の
防
災
力
向
上
が
図
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
災
害
に
強
い
町
を
目
指
し
て
さ

ら
な
る
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
強
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

　昨
年
の
熊
本
地
震
で
は
約
20
万
人

の
方
々
が
避
難
し
、
全
壊
約
８
，
７

０
０
棟
、
住
家
被
害
計
が
約
20
万
棟

と
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　本
町
で
も
昨
年
は
台
風
９
号
の
接

近
の
影
響
で
、
町
内
全
域
に
避
難
勧

告
を
発
令
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
本

町
で
は
大
き
な
被
害
に
は
至
ら
ず
、

ま
た
人
的
被
害
も
発
生
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
全
国
的
な
災
害
発
生
状
況

を
見
ま
す
と
、風
水
害
や
地
震
な
ど
、

い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く

は
な
い
と
、
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　私
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
「
災
害

が
起
こ
っ
た
時
に
町
に
で
き
る
こ
と

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。」
と
言
い

続
け
て
き
ま
し
た
。
災
害
に
立
ち
向

か
う
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
助
け

合
う
一
人
ひ
と
り
の
力
、
す
な
わ
ち

『
自
助
』『
共
助
』
が
必
要
で
あ
る
と

災害に強い
町を目指して 大磯町長　中﨑　久雄
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　「
こ
れ
ま
で
、
訓
練
の
避
難
場
所

は
東
町
福
祉
館
で
し
た
。
こ
こ
は
東

町
で
も
少
し
高
台
に
位
置
し
て
い
る

の
で
。
訓
練
の
際
は
、『
こ
こ
は
仮

の
避
難
場
所
で
す
の
で
、
本
当
に
津

波
が
来
た
ら
高
台
に
逃
げ
て
く
だ
さ

い
』
と
地
区
で
決
め
て
い
ま
し
た
。

津
波
の
浸
水
深
を
知
っ
て
か
ら
は
、

小
嶋
（
副
区
長
）
と
も
話
し
合
っ
て
、

訓
練
で
も
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
よ
う

と
、
そ
う
い
う
練
習
を
し
て
こ
う
と

決
め
た
ん
で
す
」。

高
い
場
所
を
目
指
す
避
難
経
路

　「
町
歩
き
で
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
数

値
の
メ
モ
を
取
り
、
避
難
経
路
を
示

し
ま
し
た
」
と
、
同
じ
く
町
歩
き
に

参
加
さ
れ
た
吉
崎
さ
ん
。
想
定
さ
れ

る
波
の
高
さ
か
ら
で
き
る
だ
け
安
全

な
避
難
経
路
を
考
え
、
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
作

成
し
た
そ
う
だ
。
地
図
に
は
方
向
を

　「
津
波
避
難
訓
練
で
使
う
Ｍ
Ａ
Ｐ

を
作
成
し
た
の
で
、
次
回
か
ら
は
こ

の
Ｍ
Ａ
Ｐ
で
訓
練
し
た
い
」

　東
町
の
役
員
か
ら
申
し
出
が
あ
っ

た
の
が
昨
年
の
秋
。
東
町
と
い
え
ば
、

近
年
、
安
否
確
認
訓
練
で
の
参
加
世

帯
数
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
自
主

防
災
活
動
が
活
発
な
地
域
だ
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
津
波
が
来
る
の
か

　「
県
か
ら
津
波
の
浸
水
想
定
が
発

表
さ
れ
た
後
、
危
機
管
理
課
の
方
々

と
一
緒
に
町
歩
き
を
行
っ
た
ん
で
す
。

津
波
が
ど
の
く
ら
い
の
高
さ
ま
で
く

る
の
か
を
目
の
当
た
り
に
し
、
特
に

東
町
は
大
磯
町
で
も
低
い
と
こ
ろ
が

多
い
の
で
、
津
波
に
対
し
て
よ
り
気

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
東

町
自
主
防
災
委
員
の
石
倉
さ
ん
。
町

歩
き
は
、
そ
れ
ま
で
の
訓
練
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
言
う
。

東町の自主防災に取り組む、吉崎さん（左）、　石倉さん（右）

PICK UP

東町

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。

波
の
高
さ
を
知
っ
て
か
ら
は
余
計
に
、
何
よ
り

も
高
い
と
こ
ろ
へ
避
難
し
な
け
れ
ば
と
い
う
思

い
が
強
く
な
っ
た
。
訓
練
で
も
そ
う
だ
。
そ
う

い
う
練
習
を
、
実
際
に
や
っ
て
い
か
な
い
と
だ

め
な
ん
だ
。

安否確認完了！

町歩き

安否確認訓練

津波避難訓練
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自
衛
団
の
役
員
に
な
り
、
対
応
に
悩

ん
だ
と
石
倉
さ
ん
。

　「
我
々
も
自
信
が
な
く
、
班
長
さ

ん
に
も
ど
う
お
話
し
た
ら
良
い
の
か

分
か
ら
な
か
っ
た
。
最
初
の
年
は
手

順
の
確
認
を
行
い
、
２
年
目
で
少
し

実
施
す
る
班
を
増
や
し
た
。
結
果
的

に
は
住
民
の
皆
さ
ん
が
協
力
的
で
、

元
々
意
識
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

３
年
目
で
東
町
全
域
の
安
否
確
認
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

　ま
た
、
み
ん
な
分
か
ら
な
い
か
ら

こ
そ
、
ど
う
し
た
ら
参
加
率
を
上
げ

ら
れ
る
か
考
え
た
と
い
う
。

　「
実
際
に
各
家
の
安
否
を
確
認
す

る
班
長
さ
ん
へ
は
実
施
方
法
な
ど
の

資
料
を
作
成
し
、
事
前
に
配
布
し
ま

し
た
。
当
日
は
で
き
る
限
り
役
員
が

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
同
行
し
ま
し

た
」。

一
歩
先
を
見
据
え
て

　「
さ
ら
に
高
台
へ
逃
げ
る
た
め
の

経
路
も
今
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」
と
吉
崎
さ
ん
。「
訓
練
を
重
ね
、

Ｍ
Ａ
Ｐ
を
改
良
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」。

　こ
う
い
っ
た
訓
練
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
も
繋
が
る
と
石

倉
さ
ん
。「
地
域
の
皆
さ
ん
の
結
び

つ
き
が
強
く
な
る
よ
う
、
少
し
で
も

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
き
っ
か
け
作
り

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

地
域
へ
の
想
い
を
語
っ
た
。

問
危
機
管
理
課

　☎
内
線
２
４
４

示
す
矢
印
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　「
矢
印
が
実
際
の
避
難
経
路
上
に

な
い
の
は
、
あ
く
ま
で
も
高
台
へ
の

方
向
を
示
し
て
い
る
た
め
で
す
。
実

際
に
災
害
が
起
き
た
時
に
、
通
れ
な

く
な
る
道
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
時
は
、
迂
回
し
て
高
台
を
目
指

せ
る
よ
う
に
と
考
え
ま
し
た
」。

避
難
に
か
か
る
時
間
を
知
る
こ
と

　Ｍ
Ａ
Ｐ
を
使
用
し
た
訓
練
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
避
難
場
所
よ
り
も
長
い

距
離
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
が
、
住
民
か
ら
の
反
対
は
な
か
っ

た
と
い
う
。

　「
津
波
で
な
く
て
も
、
台
風
や
大

雨
で
河
川
の
増
水
も
あ
り
ま
す
し
、

皆
さ
ん
日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
関

心
が
高
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と

石
倉
さ
ん
。
訓
練
で
は
避
難
に
か

か
っ
た
時
間
を
『
い
っ
と
き
避
難
場

所
』『
最
終
避
難
場
所
』
ま
で
の
２

段
階
で
計
り
、
各
ス
タ
ー
ト
地
点
か

ら
の
所
要
時
間
の
把
握
に
努
め
た
。

　「
津
波
が
到
達
す
る
前
に
逃
げ
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
時
間
と
の
戦
い
な

ん
で
す
」
と
吉
崎
さ
ん
。

安
否
確
認
訓
練
の
参
加
世
帯
数
の
飛

躍
的
増
加

　今
年
で
４
年
目
と
な
る
総
合
防
災

訓
練
の
安
否
確
認
訓
練
。
１
年
目
の

東
町
の
参
加
率
は
決
し
て
良
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
自
主
防
災

津波浸水想定によりどの程度まで
浸水するのか目視で確認。

吉崎さんが作成した津波浸水
想定図と海抜イメージ図

高台にある避難場所へ
避難する様子

白いタオルなどを掲げる
ことで世帯の無事を知ら
せます。
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近
年
、
発
生
す
る
災
害
は
大
規
模

化
し
て
お
り
、
首
都
直
下
地
震
の
発

生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
総
合
的
な
防
災
力
の
向
上
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
災

害
発
生
時
の
救
助
活
動
等
に
お
い
て

も
消
防
団
の
力
は
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
地
震
で
建
物
が
倒
壊
し
た
場
合
な

ど
、
早
期
に
救
助
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
消
防
団
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
油

圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
配
備
し
、
７
月
23
日

と
30
日
、
大
磯
運
動
公
園
に
お
い
て

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
の
安
全
な
操
作
方
法
の
講

習
の
ほ
か
、
地
震
で
建
物
が
倒
壊
し

た
場
合
を
想
定
し
、
建
築
木
材
の
切

断
と
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
用
し
た

救
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
各
地
で
台
風
や
集
中

豪
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

水
害
に
備
え
る
た
め
大
磯
建
設
協
会

の
協
力
に
よ
り
、
土
の
う
作
成
訓
練

も
行
い
ま
し
た
。

問
消
防
総
務
課

　
☎（
61
）０
９
１
１

 

放
火
に
注
意
！ 

▼
放
火
は
出
火
原
因
の
第
１
位
！

　
全
国
で
発
生
し
て
い
る
火
災
の
出

火
原
因
の
第
１
位
は
放
火
で
す
。

▼
夜
間
に
多
い
！

　
夜
間
で
人
通
り
が
少
な
く
、
人
目

に
つ
き
に
く
い
時
間
帯
、
場
所
が
狙

わ
れ
や
す
い
で
す
。

▼
防
ぐ
に
は
？

　
就
寝
前
に
物
置
や
車
庫
な
ど
を
施

錠
す
る
こ
と
や
、
家
の
周
囲
・
駐
車

場
な
ど
は
明
る
く
し
、
燃
え
や
す
い

物
は
片
付
け
る
よ
う
に
し
、
ご
み
は

決
め
ら
れ
た
日
に
指
定
場
所
に
出
す

消
防
団
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と

油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
配
備

な
ど
、
放
火
さ
れ
な
い
、
放
火
さ
せ

な
い
、
放
火
さ
れ
て
も
被
害
を
大
き

く
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
被
害
を
大
き
く

さ
せ
な
い
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
、
家
庭
用
消
火
器
を
備
え
ま
し
ょ

う
。

街
頭
消
火
器
の「
い
た
ず
ら
」

や「
持
ち
去
り
」は
犯
罪
で
す

　
町
で
は
現
在
、
ご
み
集
積
場
所
周

囲
や
ご
み
集
積
場
所
か
ら
離
れ
た
住

宅
密
集
地
域
等
に
街
頭
消
火
器
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
街
頭
消
火
器
は
火
災
が
発
生
し
た

際
、
迅
速
に
初
期
消
火
を
行
い
、
被

害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
設
置
し

て
お
り
、
町
民
の
大
切
な
財
産
で
あ

り
、
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
街
頭
消
火
器
が
い

た
ず
ら
に
よ
り
、
噴
射
さ
れ
て
い
た

り
、
持
ち
去
ら
れ
た
り
す
る
被
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
為
は
犯
罪
で
す
。
絶

対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
見
か
け

た
場
合
や
噴
射
さ
れ
て
い
る
消
火
器

を
見
つ
け
た
際
は
、
消
防
署
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署

　
☎
（
61
）
０
９
１
１

土
の
う
作
成
訓
練

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
訓
練

油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
訓
練

建設協会による土のう作成方法の
説明

建設協会の指導のもと、団員が土
のうを作成

建築木材を切断

消防職員による安全な操作及び点
検方法の説明

油圧ジャッキを使用して下敷きの
人（人形）を救出

油圧ジャッキと当て木の設定を確認

奥野消防団長

消
防
団
員
は
普
段
は
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、
火
災
等
の
災
害
時

に
出
動
す
る
ほ
か
、
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
て
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

7

▼実施日　毎日

▼相談時間　18時から24時まで

▼電話番号　※携帯電話、プッシュ回線からのご利用の場合　♯8000

　　　　　　※ダイヤル回線、IP電話、ＰＨＳ等　045(722)8000

▼相談内容　 お子さんの体調の急変等に関する一般的な助言

▼相談対応者　専任の相談者（看護師等）

　※この相談は、助言を行うもの

であり、電話による診断・治療を

行うものではありません。

　また、時間帯を問わず、直接医

療機関や消防署にご相談いただく

ことも可能です。

　救急隊が到着するまでの間に、

119番通報を受けた消防職員が電

話を通じて適切な応急手当の指導

を行います。指導に従って、応急

手当を実施することで傷病者の状

態を安定させることやその状態の

改善、救命の効果が期待される行

為です。

　電話を通じて、応急手当の口頭

指導があった場合は、落ち着いて

その指導に従って、可能な限り応

急手当を実施してください。

　救急の日に、いそべぇが救急隊
長になります。
　救急隊長になって町内で救命講
習会の広報活動を実施します。
○日時　９月８日（金）７時30分～
　場所　大磯駅前
　内容　広報活動

○日時　９月９日（土）10時～
　場所　スーパーたまや　駐車場
　内容　救急車の展示　乗車体験
胸骨圧迫体験

この機会に、救急
業務への理解と認
識を深めていただ
き、救急車を正し
くご利用ください。

　総務省消防庁では、急な病気や
けがをしたときに、救急車を呼ぶ
時の判断や、医療機関などの情報
を提供し、緊急度に応じた必要な
対応を支援するためのアプリ「Ｑ
助」の運用を開始しました。救急
車を呼ぶか迷った時にお使いくだ
さい。
▼ 消防庁ホームページからダウン

ロードしてください。
https://www.fdma.go.jp/neuter/
topics/filedList9_6/
kyukyu_app.html

　消防署では心肺蘇生法やAEDの
使い方、応急手当を習得してもらえ
るよう講習会を開催しています。

▼内容
普通救命講習
　心肺蘇生法やAED、異物除去、
止血法を学ぶ３時間のコース
救命入門コース
　基本的な心肺蘇生法及びAEDの
使用方法を重点とした90分のコース
▼申し込み
　町内在住、在勤または在学の概ね
５名以上のグループでお申し込みく
ださい。随時受け付けています。
　※少人数で受講をご希望の場合も､
まずは、消防署にご連絡ください。

　夜間、お子さんの体調のことでどのように対処すれば良いか、すぐに

医療機関にかかる必要があるか判断に迷うことはありませんか。そのよ

うなときは「かながわ小児救急ダイヤル」を利用してください。

「救急の日」は、救急業務及び救急医療について正しい知識と認識を深める
ために制定されました。皆さん、救急医療について考えてみましょう。

９月９日は救急の日!!

お子さんのための ｢かながわ小児救急ダイヤル｣

救急車を呼ぶか 口頭指導を
 知っていますか 救命講習を学びましょう！救急車を呼ぶか

迷ったら！？

いそべぇが 救急隊長に！！

問消防署　☎（61)0911
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楽しかったね！みんなですごした夏の思い出
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８
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２
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14〜21：カエルパンかわいくできたよ！（８月２日　簡単・親子で一緒にクッキング）、22：イソホークスとオーシャンが来て
くれたよ。（７月29日　なぎさの祭典）、23：実験たのしかった！（７月24日　人工の雲を作ろう！）、24〜25：いろいろな体験
ができて楽しかったよ！（８月１日　いそっこ海の教室）

１〜５：パンダの顔がむずかしかったけど、できてうれしかった！（７月21日　夏休み折り紙教室）、６〜10：大磯の海藻で絵
が描けたよ。（７月26日　海藻おしばづくり）、11：初めてだったけどボードの上に上手に立てたよ。（７月20日　「大磯・水の
学校」照ヶ崎プールでのSUP体験会）、12〜13：苦手だった息継ぎが出来るようになったよ。（７月28日　子ども水泳教室）



10

　
　デ
イ
ト
ン
で
過
ご
し
た
夏

 

平
野

　う
ら
ら

　

　ま
ず
始
め
に
今
回
の
派
遣
高
校
生
の
１
人
と
し

て
大
磯
町
の
姉
妹
都
市
デ
イ
ト
ン
市
へ
行
く
事
が

で
き
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　デ
イ
ト
ン
市
は
今
ま
で
見
た
事
が
な
い
程
、
森

と
草
原
が
広
が
っ
て
い
る
場
所
で
、
ど
こ
に
行
く

に
も
必
ず
車
で
移
動
し
ま
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
毎
日
お
出
か
け
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
の
で
毎
回
初
め
て
見
る
景
色
に
驚
き
、
感

動
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
夜
９
時
に
行
っ
た
森
林
公
園
で
す
。
夜

９
時
頃
は
ち
ょ
う
ど
日
が
沈
む
時
間
で
、
他
に
何

も
邪
魔
す
る
も
の
が
な
く
た
だ
沈
ん
で
い
く
日
を

見
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
美
し
い
夕
日
を
見

た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　私
は
自
分
の
得
意
な
書
道
で
日
本
と
海
外
を
繋

げ
た
い
と
思
い
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
ち
ぎ
り

絵
を
企
画
し
ま
し
た
。
当
日
は
袴
を
着
て
大
き
な

紙
に
大
き
な
筆
で
「
恵
」
と
書
き
ま
し
た
。
大
磯

町
と
デ
イ
ト
ン
市
に
共
通
す
る
も
の
は
溢
れ
る
自

然
、
恵
だ
と
思
い
こ
の
字
を
選
び
ま
し
た
。
小
学

生
達
と
１
つ
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
手
際
よ

く
で
き
な
か
っ
た
り
上
手
く
英
語
を
話
す
事
が
出

来
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
活
か
し
て

次
も
ま
た
や
り
た
い
と
思

え
る
そ
ん
な
体
験
に
な
り

ま
し
た
。

　ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

は
ま
た
必
ず
成
長
し
た
自

分
を
見
て
も
ら
い
た
い
の

で
、
そ
れ
ま
で
自
分
の
場

所
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
　夢
へ
の
一
歩

 

宮
川

　南
斗

　

　僕
は
幼
い
頃
か
ら
飛
行
機
に
憧
れ
「
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
僕
に
と
っ
て
デ
イ
ト
ン
は
、
訪
れ
た
い
場

所
の
一
つ
で
、
今
回
こ
の
派
遣
事
業
に
よ
っ
て
願

い
が
叶
い
ま
し
た
。
理
由
は
、
飛
行
機
を
発
明
し

た
ラ
イ
ト
兄
弟
の
生
ま
れ
故
郷
が
こ
の
デ
イ
ト
ン

で
、
そ
こ
に
あ
る
大
規
模
な
国
立
ア
メ
リ
カ
空
軍

博
物
館
を
見
学
し
た
僕
は
、
さ
ら
に
夢
に
近
づ
き

た
い
と
い
う
想
い
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
昨

年
大
磯
町
を
訪
れ
た
高
校
生
の
お
宅
で
、
僕
ら
は

大
磯
で
一
度
会
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
会
と
な

り
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

　州
都
で
あ
る
コ
ロ
ン
バ
ス
や
至
る
と
こ
ろ
に
芸

術
を
感
じ
ら
れ
る
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
地
元
の
音
楽

祭
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
関
す
る
歴
史
遺
跡
、
ま
た
、

日
本
の
文
化
を
伝
え
る
た
め
空
手
を
披
露
し
た
道

場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
り
、
現
地
料
理
を
振
舞
っ
て
く
れ
た
り
と
全

て
が
最
高
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　ど
こ
へ
行
っ
て
も
、会
う
人
皆
が
親
し
み
を
持
っ

て
「
Ｈ
ｏ
ｗ
，
ｓ

　ｇ
ｏ
ｉ

ｎ
ｇ
？
」
と
僕
に
話
し
掛

け
て
く
れ
て
、
相
手
の
こ

と
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

温
か
い
気
持
ち
が
本
当
に

嬉
し
く
、
会
話
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　デ
イ
ト
ン
で
の
充
実
し

た
二
週
間
は
あ
っ
と
い
う

間
で
、
是
非
ま
た
訪
れ
た

い
で
す
。

　ア
メ
リ
カ
で“

人

“

か
ら
学
ん
だ
こ
と

 

原

　桃
葉

　

　私
が
デ
イ
ト
ン
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
最
も
学

ん
だ
こ
と
は
人
と
ど
の
よ
う
に
関
係
を
築
い
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

最
初
の
日
か
ら
最
後
の
日
ま
で
、
ど
こ
で
も
、
誰

と
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
ア
メ
リ
カ

の
文
化
に
毎
日
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ス
ー
パ
ー
に
い
け
ば
Ｈ
ｏ
ｗ

　ａ
ｒ
ｅ

　ｙ

ｏ
ｕ
？
か
ら
始
ま
り
店
員
さ
ん
と
今
日
起
き
た
こ

と
を
話
し
た
り
世
間
話
を
し
た
り
し
ま
す
。
ホ
ス

ト
マ
ザ
ー
は
様
々
な
お
店
で
、
店
員
さ
ん
に
私
の

こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
初
対
面
の

人
と
話
す
こ
と
が
苦
手
な
の
で
初
対
面
で
も
す
ぐ

に
楽
し
い
会
話
を
成
立
さ
せ
て
し
ま
う
彼
ら
を
と

て
も
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

　ま
た
私
は
ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
が
感
謝
の
気
持

ち
を
言
葉
に
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
る
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

家
族
同
士
で
も
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

私
は
ア
メ
リ
カ
で
人
の
内
面
の
美
し
さ
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
最
も
多
く
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　２
週
間
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
た

く
さ
ん
の
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
こ
と
、
行
っ
て
み
て
初
め

て
知
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て

大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
下
さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
地
で
受
け
た

刺
激
を
将
来
に

活
か
し
、
こ
れ

か
ら
も
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で

す
。

　町内在住の高校生３名が大磯町国際交流協会から７月20日（木）から８月３日（木）までの２週間、米国オハイ

オ州デイトン市に派遣されました。ホームステイや市民との交流など貴重な体験をされた高校生たちのレポートを

ご紹介します。

　なお、高校生自らがデイトン市でのホームステイの様子について報告する｢渡航報告会｣を９月２日（土)、13時

30分から保健センターにて開催します。どなたでも参加できますので、ぜひご来場ください。

 問町国際交流協会事務局（柳田宅）　☎（61）0296
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　町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
７
月
20

日
（
木
）
か
ら
８
月
３
日
（
木
）
ま

で
の
２
週
間
、
米
国
姉
妹
都
市
ラ
シ

ン
市
の
高
校
生
３
名
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。

　高
校
生
た
ち
は
町
内
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
滞
在
し
て
、
着
物

の
着
付
け
や
お
茶
、
お
花
の
体
験
、

盆
踊
り
大
会
、
な
ぎ
さ
の
祭
典
な
ど
、

日
本
の
文
化
や
生
活
、
歴
史
に
触
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
い
そ
っ
こ
海
の
教

室
、
小
学
校
で
の
英
語
教
室
や
大
磯

高
校
の
弓
道
部
と
の
交
流
な
ど
に
も

参
加
し
、
多
く
の
町
民
と
の
交
流
を

深
め
、
大
磯
で
の
夏
の
思
い
出
を
つ

く
り
、
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　☎
（
61
）
０
２
９
６
（
柳
田
宅
）

問
政
策
課

　☎
内
線
２
１
３

◆
国
際
協
力
活
動
に
ご
尽
力

　多
年
に
わ
た
る
国
際
協
力
活
動
に

よ
る
、
日
本
と
諸
外
国
と
の
友
好
親

善
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
星
槎
グ
ル
ー
プ
会
長
の
宮
澤
保

夫
氏
が
平
成
29
年
度
外
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け

る
、
エ
リ
ト
リ
ア
国
及
び
ブ
ー
タ
ン

王
国
と
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
係
る
協

定
締
結
に
際
し
て
は
、
大
磯
町
に
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

対
象

　大
磯
町
内
在
住
か
つ
来
年
度

に
小
学
校
へ
就
学
す
る
お
子
さ
ん

【
大
磯
地
区
】

日
程

　10
月
５
日
（
木
）

場
所

　大
磯
幼
稚
園

受
付

　13
時
20
分
〜
13
時
45
分

【
国
府
地
区
】

日
程

　10
月
18
日
（
水
）

場
所

　た
か
と
り
幼
稚
園

受
付

　13
時
20
分
〜
13
時
45
分

問
学
校
教
育
課

　☎
内
線
３
２
８

　７
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
お
い
て
、

大
磯
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
活
動
が
優
秀
で
あ
る
と
高
く
評
価

さ
れ
、
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

　
大
正
６
年
に
始
ま
っ
た
民
生
委
員

制
度
は
今
年
で
制
度
創
設
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
町
内
に

は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
52
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
２

名
）
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
地
域
の
身
近
な
相

談
役
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
関

係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
や
地
域
の
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
絡

先
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課

　☎
内
線
３
０
３

　４
月
に
、
各
地
区
の
日
赤
協
賛
委

員
（
区
長
）
を
通
じ
て
、
各
家
庭
に

日
赤
社
資
募
金
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
２
，
８
４
２
，
６
６
６
円
（
７

月
31
日
現
在
）
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　い
た
だ
い
た
募
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
の
実
施
す
る
災
害
救
援
活
動
、

救
急
法
等
講
習
会
、
血
液
事
業
の
推

進
及
び
国
際
的
な
救
援
活
動
等
の
資

金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　大
磯
町
分
区
に
お
い
て
も
幼
児
安

全
法
な
ど
の
講
習
の
開
催
や
訓
練
用

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
な
ど
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
幼
児
安
全
法
や
健

康
生
活
支
援
講
習
な
ど
の
講
習
会
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部

　大
磯
町
分
区
（
福
祉
課
内
）

　☎
内
線
３
１
４

ラ
シ
ン
市
か
ら
高
校
生
が
来
磯

赤
十
字
会
員
増
強
運
動

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
29
年
度

　大
磯
町
就
学
時
健
康
診
断

外
務
大
臣
表
彰

 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
が

 
表
彰
さ
れ
ま
し
た

▲

宮
澤

　保
夫

　氏

　星
槎
グ
ル
ー
プ

　会
長
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　デ
イ
ト
ン
で
過
ご
し
た
夏

 

平
野

　う
ら
ら

　

　ま
ず
始
め
に
今
回
の
派
遣
高
校
生
の
１
人
と
し

て
大
磯
町
の
姉
妹
都
市
デ
イ
ト
ン
市
へ
行
く
事
が

で
き
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　デ
イ
ト
ン
市
は
今
ま
で
見
た
事
が
な
い
程
、
森

と
草
原
が
広
が
っ
て
い
る
場
所
で
、
ど
こ
に
行
く

に
も
必
ず
車
で
移
動
し
ま
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
毎
日
お
出
か
け
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
の
で
毎
回
初
め
て
見
る
景
色
に
驚
き
、
感

動
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
夜
９
時
に
行
っ
た
森
林
公
園
で
す
。
夜

９
時
頃
は
ち
ょ
う
ど
日
が
沈
む
時
間
で
、
他
に
何

も
邪
魔
す
る
も
の
が
な
く
た
だ
沈
ん
で
い
く
日
を

見
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
美
し
い
夕
日
を
見

た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　私
は
自
分
の
得
意
な
書
道
で
日
本
と
海
外
を
繋

げ
た
い
と
思
い
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
ち
ぎ
り

絵
を
企
画
し
ま
し
た
。
当
日
は
袴
を
着
て
大
き
な

紙
に
大
き
な
筆
で
「
恵
」
と
書
き
ま
し
た
。
大
磯

町
と
デ
イ
ト
ン
市
に
共
通
す
る
も
の
は
溢
れ
る
自

然
、
恵
だ
と
思
い
こ
の
字
を
選
び
ま
し
た
。
小
学

生
達
と
１
つ
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
手
際
よ

く
で
き
な
か
っ
た
り
上
手
く
英
語
を
話
す
事
が
出

来
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
活
か
し
て

次
も
ま
た
や
り
た
い
と
思

え
る
そ
ん
な
体
験
に
な
り

ま
し
た
。

　ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

は
ま
た
必
ず
成
長
し
た
自

分
を
見
て
も
ら
い
た
い
の

で
、
そ
れ
ま
で
自
分
の
場

所
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
　夢
へ
の
一
歩

 

宮
川

　南
斗

　

　僕
は
幼
い
頃
か
ら
飛
行
機
に
憧
れ
「
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
僕
に
と
っ
て
デ
イ
ト
ン
は
、
訪
れ
た
い
場

所
の
一
つ
で
、
今
回
こ
の
派
遣
事
業
に
よ
っ
て
願

い
が
叶
い
ま
し
た
。
理
由
は
、
飛
行
機
を
発
明
し

た
ラ
イ
ト
兄
弟
の
生
ま
れ
故
郷
が
こ
の
デ
イ
ト
ン

で
、
そ
こ
に
あ
る
大
規
模
な
国
立
ア
メ
リ
カ
空
軍

博
物
館
を
見
学
し
た
僕
は
、
さ
ら
に
夢
に
近
づ
き

た
い
と
い
う
想
い
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
昨

年
大
磯
町
を
訪
れ
た
高
校
生
の
お
宅
で
、
僕
ら
は

大
磯
で
一
度
会
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
会
と
な

り
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

　州
都
で
あ
る
コ
ロ
ン
バ
ス
や
至
る
と
こ
ろ
に
芸

術
を
感
じ
ら
れ
る
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
地
元
の
音
楽

祭
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
関
す
る
歴
史
遺
跡
、
ま
た
、

日
本
の
文
化
を
伝
え
る
た
め
空
手
を
披
露
し
た
道

場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
り
、
現
地
料
理
を
振
舞
っ
て
く
れ
た
り
と
全

て
が
最
高
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　ど
こ
へ
行
っ
て
も
、会
う
人
皆
が
親
し
み
を
持
っ

て
「
Ｈ
ｏ
ｗ
，
ｓ

　ｇ
ｏ
ｉ

ｎ
ｇ
？
」
と
僕
に
話
し
掛

け
て
く
れ
て
、
相
手
の
こ

と
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

温
か
い
気
持
ち
が
本
当
に

嬉
し
く
、
会
話
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　デ
イ
ト
ン
で
の
充
実
し

た
二
週
間
は
あ
っ
と
い
う

間
で
、
是
非
ま
た
訪
れ
た

い
で
す
。

　ア
メ
リ
カ
で“

人

“

か
ら
学
ん
だ
こ
と

 

原

　桃
葉

　

　私
が
デ
イ
ト
ン
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
最
も
学

ん
だ
こ
と
は
人
と
ど
の
よ
う
に
関
係
を
築
い
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

最
初
の
日
か
ら
最
後
の
日
ま
で
、
ど
こ
で
も
、
誰

と
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
ア
メ
リ
カ

の
文
化
に
毎
日
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ス
ー
パ
ー
に
い
け
ば
Ｈ
ｏ
ｗ

　ａ
ｒ
ｅ

　ｙ

ｏ
ｕ
？
か
ら
始
ま
り
店
員
さ
ん
と
今
日
起
き
た
こ

と
を
話
し
た
り
世
間
話
を
し
た
り
し
ま
す
。
ホ
ス

ト
マ
ザ
ー
は
様
々
な
お
店
で
、
店
員
さ
ん
に
私
の

こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
初
対
面
の

人
と
話
す
こ
と
が
苦
手
な
の
で
初
対
面
で
も
す
ぐ

に
楽
し
い
会
話
を
成
立
さ
せ
て
し
ま
う
彼
ら
を
と

て
も
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

　ま
た
私
は
ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
が
感
謝
の
気
持

ち
を
言
葉
に
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
る
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

家
族
同
士
で
も
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

私
は
ア
メ
リ
カ
で
人
の
内
面
の
美
し
さ
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
最
も
多
く
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　２
週
間
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
た

く
さ
ん
の
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
こ
と
、
行
っ
て
み
て
初
め

て
知
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て

大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
下
さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
地
で
受
け
た

刺
激
を
将
来
に

活
か
し
、
こ
れ

か
ら
も
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で

す
。

　町内在住の高校生３名が大磯町国際交流協会から７月20日（木）から８月３日（木）までの２週間、米国オハイ

オ州デイトン市に派遣されました。ホームステイや市民との交流など貴重な体験をされた高校生たちのレポートを

ご紹介します。

　なお、高校生自らがデイトン市でのホームステイの様子について報告する｢渡航報告会｣を９月２日（土)、13時

30分から保健センターにて開催します。どなたでも参加できますので、ぜひご来場ください。

 問町国際交流協会事務局（柳田宅）　☎（61）0296
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　町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
７
月
20

日
（
木
）
か
ら
８
月
３
日
（
木
）
ま

で
の
２
週
間
、
米
国
姉
妹
都
市
ラ
シ

ン
市
の
高
校
生
３
名
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。

　高
校
生
た
ち
は
町
内
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
滞
在
し
て
、
着
物

の
着
付
け
や
お
茶
、
お
花
の
体
験
、

盆
踊
り
大
会
、
な
ぎ
さ
の
祭
典
な
ど
、

日
本
の
文
化
や
生
活
、
歴
史
に
触
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
い
そ
っ
こ
海
の
教

室
、
小
学
校
で
の
英
語
教
室
や
大
磯

高
校
の
弓
道
部
と
の
交
流
な
ど
に
も

参
加
し
、
多
く
の
町
民
と
の
交
流
を

深
め
、
大
磯
で
の
夏
の
思
い
出
を
つ

く
り
、
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　☎
（
61
）
０
２
９
６
（
柳
田
宅
）

問
政
策
課

　☎
内
線
２
１
３

◆
国
際
協
力
活
動
に
ご
尽
力

　多
年
に
わ
た
る
国
際
協
力
活
動
に

よ
る
、
日
本
と
諸
外
国
と
の
友
好
親

善
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
星
槎
グ
ル
ー
プ
会
長
の
宮
澤
保

夫
氏
が
平
成
29
年
度
外
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け

る
、
エ
リ
ト
リ
ア
国
及
び
ブ
ー
タ
ン

王
国
と
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
係
る
協

定
締
結
に
際
し
て
は
、
大
磯
町
に
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

対
象

　大
磯
町
内
在
住
か
つ
来
年
度

に
小
学
校
へ
就
学
す
る
お
子
さ
ん

【
大
磯
地
区
】

日
程

　10
月
５
日
（
木
）

場
所

　大
磯
幼
稚
園

受
付

　13
時
20
分
〜
13
時
45
分

【
国
府
地
区
】

日
程

　10
月
18
日
（
水
）

場
所

　た
か
と
り
幼
稚
園

受
付

　13
時
20
分
〜
13
時
45
分

問
学
校
教
育
課

　☎
内
線
３
２
８

　７
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
お
い
て
、

大
磯
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
活
動
が
優
秀
で
あ
る
と
高
く
評
価

さ
れ
、
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

　
大
正
６
年
に
始
ま
っ
た
民
生
委
員

制
度
は
今
年
で
制
度
創
設
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
町
内
に

は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
52
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
２

名
）
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
地
域
の
身
近
な
相

談
役
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
関

係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
や
地
域
の
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
絡

先
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課

　☎
内
線
３
０
３

　４
月
に
、
各
地
区
の
日
赤
協
賛
委

員
（
区
長
）
を
通
じ
て
、
各
家
庭
に

日
赤
社
資
募
金
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
２
，
８
４
２
，
６
６
６
円
（
７

月
31
日
現
在
）
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　い
た
だ
い
た
募
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
の
実
施
す
る
災
害
救
援
活
動
、

救
急
法
等
講
習
会
、
血
液
事
業
の
推

進
及
び
国
際
的
な
救
援
活
動
等
の
資

金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　大
磯
町
分
区
に
お
い
て
も
幼
児
安

全
法
な
ど
の
講
習
の
開
催
や
訓
練
用

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
な
ど
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
幼
児
安
全
法
や
健

康
生
活
支
援
講
習
な
ど
の
講
習
会
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部

　大
磯
町
分
区
（
福
祉
課
内
）

　☎
内
線
３
１
４

ラ
シ
ン
市
か
ら
高
校
生
が
来
磯

赤
十
字
会
員
増
強
運
動

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
29
年
度

　大
磯
町
就
学
時
健
康
診
断

外
務
大
臣
表
彰

 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
が

 

表
彰
さ
れ
ま
し
た

▲

宮
澤

　保
夫

　氏

　星
槎
グ
ル
ー
プ

　会
長
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　こ
ん
に
ち
は

　保
健
師
で
す

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
！

　９
月
10
日
は
、「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」、日
本
は
、そ
の
日
か
ら
１
週
間

を「
自
殺
予
防
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　２
０
０
６
年
に「
自
殺
は
、そ
の
多

く
が
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
社
会
的
な

問
題
」
と
し
て
、
国
は
「
自
殺
対
策
基

本
法
」
を
制
定
し
、
様
々
な
取
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
か

ら
の
「
年
間
自
殺
者
３
万
人
」
時
代

は
、
15
年
間
続
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
２
０
１
２
年
に
３
万
人
を
下
回
り
、

現
在
ま
で
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

自
殺
率
の
高
い
国
　
日
本

　先
進
国
の
中
で
比
べ
て
も
日
本
は

自
殺
率
の
高
い
国
で
す
。（
人
口
10
万

人
に
対
し
て
、
日
本
は
24
．
4
人
、
ア

メ
リ
カ
は
11
．０
人
、イ
タ
リ
ア
で
は

６
．
３
人
）
ま
た
、
日
本
の
自
殺
者
数

は
、
交
通
事
故
死
者
数
の
６
倍
も
あ

り
、１
日
平
均
70
人
、１
時
間
に
２
人

が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。
さ
ら
な
る
対
策
を
進

め
る
た
め
に
、
昨
年
は
法
改
正
も
さ

れ
ま
し
た
。

４
人
に
１
人
が
自
殺
を
考
え
た
こ
と

が
あ
る
・
・
・

　今
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
が
公
表

し
た
２
０
１
６
年
の
調
査
結
果
で
す
。

２
０
０
８
年
、
２
０
１
２
年
に
続
き

３
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
「
４
人
に

１
人
が
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
今
回
の
結
果
は
、
３
回

の
中
で
一
番
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　自
殺
は
、健
康
、経
済
、仕
事
、家
庭

な
ど
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
様
々

な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
追
い

込
ま
れ
た
結
果
に
起
こ
り
ま
す
。
と

て
も
身
近
な
問
題
で
す
。

自
殺
を
防
ぐ

　自
殺
に
至
っ
た
８
割
以
上
の
人
は
、

追
い
込
ま
れ
て
行
く
中
で
、
う
つ
病

な
ど
の
精
神
疾
患
を
抱
え
、
冷
静
な

判
断
が
で
き
ず
、周
り
が
見
え
に
く
く
、

「
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
あ
き

ら
め
の
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
時
、
い
の
ち
を
守
る

た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
こ
こ
ろ
の
サ

ポ
ー
タ
ー「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」に
な

る
こ
と
が
身
近
な
人
の
自
殺
を
防
ぐ

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
、「
死
に
た
い

く
ら
い
つ
ら
い
気
持
ち
」に
気
付
き
、

そ
の
人
の
話
に
耳
を
傾
け
、つ
な
ぎ
、

見
守
る
、
関
わ
り
を
通
し
て
「
孤
立
・

孤
独
」を
防
ぎ
、支
援
す
る
人
で
す
。

　９
月
５
日
（
火
）
午
前
に
「
こ
こ
ろ

の
健
康
セ
ミ
ナ
ー（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座
）」を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
自
分
と
自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い

る
人
の
生
き
る
を
支
え
る
た
め
に
」

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　小
川

 

☎
内
線
３
１
０

　平成30年度に町立国府幼稚園を町立たかとり幼稚園に統廃合し、国

府幼稚園敷地に私立の認定こども園を開園するため、設置運営事業者

の社会福祉法人惠伸会による園舎新設工事が進められています。

　このたび、新設園の名称が決定しましたので、お知らせします。

▼サンキッズ国府における教育・保育内容
　サンキッズ国府は、幼稚園と保育所の機能や特長を合わせ持った施

設となります。入園募集に先立ち、(福)惠伸会により教育・保育内容

を含む概要についての説明会を次の日時・場所で行いますので、興味

のある方はご参加ください。

○日時：９月20日（水）　13時30分～14時30分

○場所： 町立国府幼稚園（東側に出入口があります。工事中につき、

周辺道路通行の際はご注意ください。駐車場はありませんの

で徒歩、自転車でお越しください。）

▼平成30年度入園募集
　町内の町立・私立の幼稚園・認定こども園・保育所等への入園・入

所の応募方法等は、次号の広報10月号にてお知らせします。

教育・保育内容に関する問い合わせ

（福）惠伸会　☎（54）7007

 問子育て支援課　☎内線342・317・318

　国民健康保険に加入している40歳から74

歳までの方には、特定健康診査のご案内

（橙色の封筒・用紙）を送付しています。

　また、75歳以上の後期高齢者の方には

（９月30日までに75歳になる方も含む。）

後期高齢者健康診査のご案内（茶色の封

筒・桃色の用紙）を送付しています。

　どちらの健康診査もご予約・受診期間の

締切が迫っていますので、通知をご確認の

上、お早めにお申し込みください。

　お得な特定健康診査・後期高齢者健康診

査を受診し、生活習慣病の早期発見に努め

ましょう。

 問町民課　☎内線274

 特定健康診査　実施期間

 施設健診　９月30日（土)まで
 集団健診　12月２日（土)まで
 後期高齢者健康診査　実施期間

　 　　　９月30日（土)まで

特定健康診査・
後期高齢者健康診査

ご予約は
お済みですか？

平成30年４月１日開園予定の私立認定こども園
名称は『サンキッズ国府』に決定

▲サンキッズ国府完成予想図

13

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

 

９
月
21
日
（
木
）〜
30
日
（
土
）

　全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
広
く
国

民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透

を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
る
と
と
も
に
、
国
民
自
身
に
よ
る

道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
春

と
秋
の
２
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　秋
に
な
る
と
、
日
没
時
間
が
急
激

に
早
ま
り
ま
す
。
16
時
〜
18
時
の
薄

暮
時
間
帯
は
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯

と
も
重
な
り
ま
す
。
歩
行
者
・
運
転

者
そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
７

　動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手

術
費
助
成
制
度

　町
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

つ
い
て
、
不
必
要
な
繁
殖
に
よ
る
増

加
を
抑
え
る
た
め
に
、
不
妊
去
勢
手

術
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助

成
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
助
成
対
象
者

　町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
内
に
生

息
す
る
「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
の

不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
す
る
方

○
助
成
額
（
一
匹
）

・
不
妊
手
術
（
メ
ス
）
３
千
円

・
去
勢
手
術
（
オ
ス
）
２
千
円

※
手
術
費
用
等
は
申
請
者
の
負
担

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　不
妊
去
勢
手
術
を
行
う
た
め
の
捕

獲
や
、
手
術
後
、
捕
獲
場
所
に
戻
し

て
か
ら
の
見
守
り
な
ど
に
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
・

環
境
課（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　☎
（
72
）
４
４
３
８

　日
本
三
大
俳
諧
道
場
の
１
つ
と
し

て
名
高
い
「
鴫
立
庵
」
。
神
奈
川
大

学
の
学
生
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

写
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

歴
史
的
建
造
物
が
こ
ん
な
身
近
に
？

外
国
語
学
部
３
年
　
遠
藤
拓
海
さ
ん

　町
役
場
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
鴫
立
庵
。

こ
こ
で
は
俳
句
や
短
歌
を
詠
む
大
会

が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　夏
場
に
は
入
口
の
門
を
抜
け
る
と
、

創
作
し
た
俳
句
や
短
歌
を
付
け
た
た

く
さ
ん
の
風
鈴
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
先
に
は
、
偉
大
な
俳
人
や

歌
人
の
標
石
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
の
１
つ
で
、
崇
雪
と
い
う
人
が

建
て
た
と
伝
え
ら
れ
る
鴫
立
沢
の
標

石
が
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
「
著
盡
湘

南

　清
絶
地
」
と
刻
ま
れ
、
こ
の
場

所
が
「
湘
南
」
の
始
ま
り
を
表
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
湘
南
と

い
う
言
葉
の
ル
ー
ツ
が
、「
大
磯
」
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
誇
り
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
町
で
す
が
、

歴
史
的
に
も
魅
力
あ
る
町
で
す
の
で
、

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？

鴫
立
庵
を
楽
し
む
「
取
扱
説
明
書
」

法
学
部
３
年
　
荻
野
拳
人
さ
ん

　鴫
立
庵
は
、
歴
史
と
伝
統
の
溢
れ

る
と
て
も
素
晴
ら
し
い
場
所
で
す
。

　普
段
は
あ
ま
り
人
が
い
な
く
て
何

と
な
く
寂
し
い
感
じ
。
前
を
通
る
と

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
け
ど
…
。
で
も

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
趣
深
く
、

日
本
人
と
し
て
落
ち
着
く
場
所
で
す
。

　そ
こ
で
、
町
の
財
産
で
あ
る
鴫
立

庵
を
楽
し
む
取
扱
い
方
を
紹
介
し
ま

す
。　「

歴
史
好
き
」
な
方
は
庵
内
を

ゆ
っ
く
り
と
回
り
ま
し
ょ
う
。
ガ
イ

ド
の
方
が
優
し
く
丁
寧
に
案
内
し
て

く
れ
ま
す
。

　「
歴
史
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う

方
も
ご
安
心
。１
時
間
単
位（
有
料
）

で
庵
室
が
利
用
で
き
ま
す
。
何
と
飲

食
も
可
能
で
す
。
職
場
や
学
校
を
離

れ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て
、

お
茶
や
大
好
き
な
お
菓
子
を
持
ち
込

ん
で
一
人
で
和
む
も
良
し
、
友
達
と

お
し
ゃ
べ
り
す
る
も
良
し
、
癒
さ
れ

に
来
て
く
だ
さ
い
。
大
学
生
の
来
庵

も
大
歓
迎
！
ぜ
ひ
鴫
立
庵
で
贅
沢
な

時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

今
も
伝
わ
る
鴫
立
庵
の
「
魅
力
」

経
済
学
部
３
年
　
染
谷
茉
佑
さ
ん

　鴫
立
庵
は
３
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
誇
り
、
昔
の
面
影
を
残
し
た
趣
と

な
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
内
に
は
「
法

虎
堂
」
と
呼
ば
れ
る
お
堂
が
建
て
ら

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
木
像
の
「
虎

御
前
」
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
お
堂
は
江
戸
時
代
、
吉
原
か
ら
寄

進
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
井
に
は
遊
女
た
ち
が
書
い
た
と
さ

れ
る
文
字
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
遊
女
た
ち
に
備
え
ら
れ
た
教
養
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　敷
居
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
鴫

立
庵
で
す
が
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
月
、
俳
句

会
も
行
わ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
参
加
し
な
く
て
も
、

そ
の
場
で
書
い
た
俳
句
を
飾
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　年
配
の
方
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し

で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
鴫
立
庵
を
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

９
月
20
日
〜
26
日
は

　
動
物
愛
護
週
間
で
す

神
奈
川
大
学
発
！

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
が
大
磯
町
を
紹
介

大
磯
っ
て
、
ど
ん
な
ま
ち

問
総
務
課

　☎
内
線
２
１
０

!?

安全は
心と時間のゆとりから
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　こ
ん
に
ち
は

　保
健
師
で
す

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
！

　９
月
10
日
は
、「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」、日
本
は
、そ
の
日
か
ら
１
週
間

を「
自
殺
予
防
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　２
０
０
６
年
に「
自
殺
は
、そ
の
多

く
が
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
社
会
的
な

問
題
」
と
し
て
、
国
は
「
自
殺
対
策
基

本
法
」
を
制
定
し
、
様
々
な
取
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
か

ら
の
「
年
間
自
殺
者
３
万
人
」
時
代

は
、
15
年
間
続
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
２
０
１
２
年
に
３
万
人
を
下
回
り
、

現
在
ま
で
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

自
殺
率
の
高
い
国
　
日
本

　先
進
国
の
中
で
比
べ
て
も
日
本
は

自
殺
率
の
高
い
国
で
す
。（
人
口
10
万

人
に
対
し
て
、
日
本
は
24
．
4
人
、
ア

メ
リ
カ
は
11
．０
人
、イ
タ
リ
ア
で
は

６
．
３
人
）
ま
た
、
日
本
の
自
殺
者
数

は
、
交
通
事
故
死
者
数
の
６
倍
も
あ

り
、１
日
平
均
70
人
、１
時
間
に
２
人

が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。
さ
ら
な
る
対
策
を
進

め
る
た
め
に
、
昨
年
は
法
改
正
も
さ

れ
ま
し
た
。

４
人
に
１
人
が
自
殺
を
考
え
た
こ
と

が
あ
る
・
・
・

　今
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
が
公
表

し
た
２
０
１
６
年
の
調
査
結
果
で
す
。

２
０
０
８
年
、
２
０
１
２
年
に
続
き

３
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
「
４
人
に

１
人
が
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
今
回
の
結
果
は
、
３
回

の
中
で
一
番
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　自
殺
は
、健
康
、経
済
、仕
事
、家
庭

な
ど
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
様
々

な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
追
い

込
ま
れ
た
結
果
に
起
こ
り
ま
す
。
と

て
も
身
近
な
問
題
で
す
。

自
殺
を
防
ぐ

　自
殺
に
至
っ
た
８
割
以
上
の
人
は
、

追
い
込
ま
れ
て
行
く
中
で
、
う
つ
病

な
ど
の
精
神
疾
患
を
抱
え
、
冷
静
な

判
断
が
で
き
ず
、周
り
が
見
え
に
く
く
、

「
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
あ
き

ら
め
の
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
時
、
い
の
ち
を
守
る

た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
こ
こ
ろ
の
サ

ポ
ー
タ
ー「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」に
な

る
こ
と
が
身
近
な
人
の
自
殺
を
防
ぐ

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
、「
死
に
た
い

く
ら
い
つ
ら
い
気
持
ち
」に
気
付
き
、

そ
の
人
の
話
に
耳
を
傾
け
、つ
な
ぎ
、

見
守
る
、
関
わ
り
を
通
し
て
「
孤
立
・

孤
独
」を
防
ぎ
、支
援
す
る
人
で
す
。

　９
月
５
日
（
火
）
午
前
に
「
こ
こ
ろ

の
健
康
セ
ミ
ナ
ー（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座
）」を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
自
分
と
自
分
が
大
切
に
思
っ
て
い

る
人
の
生
き
る
を
支
え
る
た
め
に
」

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　小
川

 

☎
内
線
３
１
０

　平成30年度に町立国府幼稚園を町立たかとり幼稚園に統廃合し、国

府幼稚園敷地に私立の認定こども園を開園するため、設置運営事業者

の社会福祉法人惠伸会による園舎新設工事が進められています。

　このたび、新設園の名称が決定しましたので、お知らせします。

▼サンキッズ国府における教育・保育内容
　サンキッズ国府は、幼稚園と保育所の機能や特長を合わせ持った施

設となります。入園募集に先立ち、(福)惠伸会により教育・保育内容

を含む概要についての説明会を次の日時・場所で行いますので、興味

のある方はご参加ください。

○日時：９月20日（水）　13時30分～14時30分

○場所： 町立国府幼稚園（東側に出入口があります。工事中につき、

周辺道路通行の際はご注意ください。駐車場はありませんの

で徒歩、自転車でお越しください。）

▼平成30年度入園募集
　町内の町立・私立の幼稚園・認定こども園・保育所等への入園・入

所の応募方法等は、次号の広報10月号にてお知らせします。

教育・保育内容に関する問い合わせ

（福）惠伸会　☎（54）7007

 問子育て支援課　☎内線342・317・318

　国民健康保険に加入している40歳から74

歳までの方には、特定健康診査のご案内

（橙色の封筒・用紙）を送付しています。

　また、75歳以上の後期高齢者の方には

（９月30日までに75歳になる方も含む。）

後期高齢者健康診査のご案内（茶色の封

筒・桃色の用紙）を送付しています。

　どちらの健康診査もご予約・受診期間の

締切が迫っていますので、通知をご確認の

上、お早めにお申し込みください。

　お得な特定健康診査・後期高齢者健康診

査を受診し、生活習慣病の早期発見に努め

ましょう。

 問町民課　☎内線274

 特定健康診査　実施期間

 施設健診　９月30日（土)まで
 集団健診　12月２日（土)まで
 後期高齢者健康診査　実施期間

　 　　　９月30日（土)まで

特定健康診査・
後期高齢者健康診査

ご予約は
お済みですか？

平成30年４月１日開園予定の私立認定こども園
名称は『サンキッズ国府』に決定

▲サンキッズ国府完成予想図
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

 
９
月
21
日
（
木
）〜
30
日
（
土
）

　全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
広
く
国

民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透

を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
る
と
と
も
に
、
国
民
自
身
に
よ
る

道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
春

と
秋
の
２
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　秋
に
な
る
と
、
日
没
時
間
が
急
激

に
早
ま
り
ま
す
。
16
時
〜
18
時
の
薄

暮
時
間
帯
は
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯

と
も
重
な
り
ま
す
。
歩
行
者
・
運
転

者
そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
町
民
課

　☎
内
線
２
３
７

　動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手

術
費
助
成
制
度

　町
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

つ
い
て
、
不
必
要
な
繁
殖
に
よ
る
増

加
を
抑
え
る
た
め
に
、
不
妊
去
勢
手

術
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助

成
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
助
成
対
象
者

　町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
内
に
生

息
す
る
「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
の

不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
す
る
方

○
助
成
額
（
一
匹
）

・
不
妊
手
術
（
メ
ス
）
３
千
円

・
去
勢
手
術
（
オ
ス
）
２
千
円

※
手
術
費
用
等
は
申
請
者
の
負
担

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　不
妊
去
勢
手
術
を
行
う
た
め
の
捕

獲
や
、
手
術
後
、
捕
獲
場
所
に
戻
し

て
か
ら
の
見
守
り
な
ど
に
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
・

環
境
課（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　☎
（
72
）
４
４
３
８

　日
本
三
大
俳
諧
道
場
の
１
つ
と
し

て
名
高
い
「
鴫
立
庵
」
。
神
奈
川
大

学
の
学
生
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

写
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

歴
史
的
建
造
物
が
こ
ん
な
身
近
に
？

外
国
語
学
部
３
年
　
遠
藤
拓
海
さ
ん

　町
役
場
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
鴫
立
庵
。

こ
こ
で
は
俳
句
や
短
歌
を
詠
む
大
会

が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　夏
場
に
は
入
口
の
門
を
抜
け
る
と
、

創
作
し
た
俳
句
や
短
歌
を
付
け
た
た

く
さ
ん
の
風
鈴
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
先
に
は
、
偉
大
な
俳
人
や

歌
人
の
標
石
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
の
１
つ
で
、
崇
雪
と
い
う
人
が

建
て
た
と
伝
え
ら
れ
る
鴫
立
沢
の
標

石
が
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
「
著
盡
湘

南

　清
絶
地
」
と
刻
ま
れ
、
こ
の
場

所
が
「
湘
南
」
の
始
ま
り
を
表
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
湘
南
と

い
う
言
葉
の
ル
ー
ツ
が
、「
大
磯
」
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
誇
り
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
町
で
す
が
、

歴
史
的
に
も
魅
力
あ
る
町
で
す
の
で
、

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？

鴫
立
庵
を
楽
し
む
「
取
扱
説
明
書
」

法
学
部
３
年
　
荻
野
拳
人
さ
ん

　鴫
立
庵
は
、
歴
史
と
伝
統
の
溢
れ

る
と
て
も
素
晴
ら
し
い
場
所
で
す
。

　普
段
は
あ
ま
り
人
が
い
な
く
て
何

と
な
く
寂
し
い
感
じ
。
前
を
通
る
と

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
け
ど
…
。
で
も

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
趣
深
く
、

日
本
人
と
し
て
落
ち
着
く
場
所
で
す
。

　そ
こ
で
、
町
の
財
産
で
あ
る
鴫
立

庵
を
楽
し
む
取
扱
い
方
を
紹
介
し
ま

す
。　「

歴
史
好
き
」
な
方
は
庵
内
を

ゆ
っ
く
り
と
回
り
ま
し
ょ
う
。
ガ
イ

ド
の
方
が
優
し
く
丁
寧
に
案
内
し
て

く
れ
ま
す
。

　「
歴
史
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う

方
も
ご
安
心
。１
時
間
単
位（
有
料
）

で
庵
室
が
利
用
で
き
ま
す
。
何
と
飲

食
も
可
能
で
す
。
職
場
や
学
校
を
離

れ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て
、

お
茶
や
大
好
き
な
お
菓
子
を
持
ち
込

ん
で
一
人
で
和
む
も
良
し
、
友
達
と

お
し
ゃ
べ
り
す
る
も
良
し
、
癒
さ
れ

に
来
て
く
だ
さ
い
。
大
学
生
の
来
庵

も
大
歓
迎
！
ぜ
ひ
鴫
立
庵
で
贅
沢
な

時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

今
も
伝
わ
る
鴫
立
庵
の
「
魅
力
」

経
済
学
部
３
年
　
染
谷
茉
佑
さ
ん

　鴫
立
庵
は
３
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
誇
り
、
昔
の
面
影
を
残
し
た
趣
と

な
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
内
に
は
「
法

虎
堂
」
と
呼
ば
れ
る
お
堂
が
建
て
ら

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
木
像
の
「
虎

御
前
」
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
お
堂
は
江
戸
時
代
、
吉
原
か
ら
寄

進
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
井
に
は
遊
女
た
ち
が
書
い
た
と
さ

れ
る
文
字
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
遊
女
た
ち
に
備
え
ら
れ
た
教
養
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　敷
居
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
鴫

立
庵
で
す
が
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
月
、
俳
句

会
も
行
わ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
参
加
し
な
く
て
も
、

そ
の
場
で
書
い
た
俳
句
を
飾
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　年
配
の
方
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し

で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
鴫
立
庵
を
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

９
月
20
日
〜
26
日
は

　
動
物
愛
護
週
間
で
す

神
奈
川
大
学
発
！

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
が
大
磯
町
を
紹
介

大
磯
っ
て
、
ど
ん
な
ま
ち

問
総
務
課

　☎
内
線
２
１
０

!?

安全は
心と時間のゆとりから
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ご
自
宅
と
図
書
館
を
結
び
ま
す

～
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

　図
書
館
の
本
が
読
み
た
い
け
れ
ど
、
日

中
は
家
族
が
留
守
で
、
出
か
け
る
こ
と
が

難
し
い
。
そ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
図

書
館
で
は
、
希
望
す
る
図
書
な
ど
を
自
宅

ま
で
届
け
る
「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
方

　町
内
在
住
で
、

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

で
来
館
困
難
な
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
１

級
及
び
２
級
の
方

●
利
用
を
は
じ
め
る
に
は

　電
話
ま
た
は
代
理
の
方
が
来
館
し
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、
職
員
が
自
宅

に
伺
い
ま
す
。
要
件
の
審
査
後
、
宅
配
の

可
否
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

身
近
な
図
書
館

～
国
府
分
館
へ
出
か
け
ま
せ
ん
か
～

　町
に
は
図
書
館
が
二
館
あ
り
ま
す
。
大

磯
駅
近
く
が
本
館
で
、
国
府
支
所
２
階
に

あ
る
の
が
国
府
分
館
で
す
。

　蔵
書
数
は
約
２
万
２
千
冊
と
少
な
い
で

す
が
、
実
用
書
や
入
門
書
、
児
童
図
書
を

中
心
に
、
親
し
み
や
す
い
蔵
書
構
成
に
な

る
よ
う
に
、
図
書
を
選
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
本
館
の
図
書
、
雑
誌
や
Ｃ
Ｄ
も

予
約
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
気
軽
に
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
国
府
分
館

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　生
ま
れ
遊
ん
だ
ね
ぎ
畑
を
背
に
、
旅
に

出
た
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う
。
東
海

道
で
胡
瓜
の
き
ゅ
う
べ
え
に
襲
わ
れ
る
が
、

自
慢
の
ね
ぎ
汁
を
武
器
に
立
ち
向
か
う
。

　「
猫
が
飛
ぶ
」
そ
の
瞬
間
を
収
め
た
写

真
集
。
船
か
ら
船
へ
、
屋
根
か
ら
屋
根

へ
、
ジ
ャ
ン
プ
す
る
姿
を
躍
動
感
い
っ
ぱ

い
に
撮
影
し
て
い
る
。

　最
初
に
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
野

菜
の
力
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
「
食
べ

順
」
ひ
と
つ
で
、
体
の
外
も
中
も
健
康
で

美
し
く
な
れ
る
!?

ミ
ニ
企
画
展
の
ご
案
内

■
「
大
磯
の
災
害
」

　９
月
に
な
る
と
、
大
磯
で
は
今
か
ら

ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
の
大
正
６
年
に
発

生
し
た
高
潮
被
害
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
水
害
も
含
め
て
、
大
磯
で
発
生
し
た

風
水
害
と
噴
火
の
被
害
を
紹
介
す
る
ポ
ス

タ
ー
展
示
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き

　９
月
５
日
（
火
）
～
21
日
（
木
）

▼
と
こ
ろ

　郷
土
資
料
館
廻
廊

▼
入
館
料

　無
料

郷
土
資
料
館
講
座
の
ご
案
内

■
石
仏
ク
ラ
ブ

　町
内
に
あ
る
石
仏
や
道
祖
神
な
ど
の
石

造
物
の
調
査
を
一
緒
に
行
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　昭
和
58
年
度
か
ら
平
成
５
年
度
に
実
施

さ
れ
た
石
造
物
調
査
の
報
告
書
を
も
と

に
、
未
報
告
の
も
の
や
新
た
に
作
ら
れ
た

も
の
、
移
動
し
て
い
る
も
の
な
ど
の
記
録

を
作
成
し
ま
す
。

▼
と
き

　10
月
よ
り
、
毎
月
第
一
土
曜
日

の
午
前
中
（
９
月
下
旬
に
参
加
者
を
対
象

に
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
）

▼
と
こ
ろ

　国
府
地
区

吉田茂の長男 吉田健一の著書
『落日抄』

　副書名に「父・吉田茂のこと

他」とあるように、冒頭は息子

の目から見た、元首相の知られ

ざる一面が、大磯での暮らしと

ともに、穏やかに語られている。

　この書は、各国の様子や文学

について、文学者との交流、そ

して旅と酒の話が、ウイットに

富んだ軽妙な筆致で描かれ、氏

の素養がうかがえる内容となっ

ている。

いそちゃん

国
府
分
館
か
ら
本
を
紹
介

し
ま
す
！
絵
や
写
真
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

飛び猫

五十嵐　健太／著
KADOKAWA

ねぎぼうずの
あさたろう

飯野　和好／作
福音館書店

元祖「食べ順」野菜から
食べるおいしいレシピ集

今井　佐恵子／作
新星出版社

図　書　館　問・ 　☎（61）3002

　　　　　　休館日　９／４・７・11・19・25

郷土資料館　問・ 　☎（61）4700

　　　　　　休館日　９／１・４・11・19・25

国府分館案内図

お
知
ら
せ

　
郷
土
資
料
館
と
旧
吉
田
茂
邸
は
、
10
月

１
日（
日
）は
臨
時
開
館
い
た
し
ま
す
。
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子育て支援総合センター(めばえ）
イベント 対 象 日 程 時 間 備 考

ママと一緒のおはな
しタイム

未就学児と保護者
９/５（火） 11：00～

11：30　

不要

お誕生会 ９/13（水） 出し物パネルシアター「大きなかぶ」　プレゼントバー
スデーカード(お子さんの手形を押して)　 不要

子ども発達相談員
(心理士）の育児相談

未就学児の保護者

９/20（水） 10：00～
11：00　

お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談く
ださい。
不要

保健師の育児相談 ９/22（金） 11：00～
12：00　

お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談く
ださい。
不要

健康に関する子育て講座
｢冬にかかりやすい感
染症」

９/25（月） 10：00～
11：30　

これから寒くなり始めると感染症も流行り、お子さんも
かかりやすくなります。知識を身に付け冬に備えましょ
う。 20名　講師矢田　絵梨香氏（東海大学医学部付属
大磯病院　看護師）　 ９/１(金)～

母親講座
｢フラワーアレンジメ
ント｣

10/２（月） 10：00～
11：30　

この時期にピッタリのハロウィンのアレンジメントです｡
10名　講師和田　千代子氏（フラワーデザイナー)
1,500円(材料費)　 ９/４(月)～15(金)

東部つどいの広場(生涯学習館 １階研修室）
イベント 対 象 日 程 時 間 備 考

お誕生会
未就学児と保護者

９/14(木) 11：00～
11：30　

不要

不要ママと一緒のおはな
しタイム ９/26(火)

保健師の育児相談 未就学児の保護者 ９/29(金) 11：00～
12：00　 不要

子育て講座「親子で
楽しもうリトミック｣

６か月～12か月の
乳児と保護者

10/３(火)
10/17(火)
※２回で
１コース

10：00～
10：30　

様々なリズムに合わせて親子で身体を動かします。いろ
いろな楽器の振動にも触れ､耳や体で音を感じましょう｡
各15組　講師槇　久美子氏　 ９/19(火）～

１歳～幼稚園未就
園児と保護者

10：45～
11：30　

東部つどいの広場(保健センター ２階運動指導室）
イベント 対 象 日 程 時 間 備 考

子ども発達相談員
(心理士)の育児相談 未就学児の保護者 ９/20(水) 11:00～12:00 不要

子育て講座情報 子育て支援総合センター
（めばえ）からのお知らせ

問・申
子育て支援総合センター
☎（71）3377
休館日　９/３・10・17・18・23・24
 （日・祝日)

　子育て支援総合センターではママ向け、パパ
向け、お子さんと一緒に楽しめるものなど様々
な講座を開催しています。
　今月はリトミック、ハロウィンのフラワーア
レンジメント、冬にかかりやすい感染症の講座
の参加者を募集します。お申込みお待ちしてい
ます。

小さなお子さんがいるご家庭では
・抱っこひも　　　　　・哺乳瓶、ミルク
・おむつ、おしりふき　・気に入ったおもちゃや絵本
・ベビーフード　　　　・授乳ケープ
等、子どもに必要なものや子どもが落ち着けるものを用
意しておくと安心ですね。

　日ごろからご家庭でもすぐに避難できるよう
避難グッズを用意しておきましょう。

９月１日は
防災の日です。

申込み　 定員　 費用
※定員がある講座は先着順となります。

リトミックではいろいろ
な楽器に触れることもで
きますよ

９月１日は

昨年のフラワーアレンジ
メント講座の作品です。
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い
。

飛び猫

五十嵐　健太／著
KADOKAWA

ねぎぼうずの
あさたろう

飯野　和好／作
福音館書店

元祖「食べ順」野菜から
食べるおいしいレシピ集

今井　佐恵子／作
新星出版社

図　書　館　問・ 　☎（61）3002

　　　　　　休館日　９／４・７・11・19・25

郷土資料館　問・ 　☎（61）4700

　　　　　　休館日　９／１・４・11・19・25

国府分館案内図

お
知
ら
せ

　
郷
土
資
料
館
と
旧
吉
田
茂
邸
は
、
10
月

１
日（
日
）は
臨
時
開
館
い
た
し
ま
す
。
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子育て支援総合センター(めばえ）
イベント 対 象 日 程 時 間 備 考

ママと一緒のおはな
しタイム

未就学児と保護者
９/５（火） 11：00～

11：30　

不要

お誕生会 ９/13（水） 出し物パネルシアター「大きなかぶ」　プレゼントバー
スデーカード(お子さんの手形を押して)　 不要

子ども発達相談員
(心理士）の育児相談

未就学児の保護者

９/20（水） 10：00～
11：00　

お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談く
ださい。
不要

保健師の育児相談 ９/22（金） 11：00～
12：00　

お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談く
ださい。
不要

健康に関する子育て講座
｢冬にかかりやすい感
染症」

９/25（月） 10：00～
11：30　

これから寒くなり始めると感染症も流行り、お子さんも
かかりやすくなります。知識を身に付け冬に備えましょ
う。 20名　講師矢田　絵梨香氏（東海大学医学部付属
大磯病院　看護師）　 ９/１(金)～

母親講座
｢フラワーアレンジメ
ント｣

10/２（月） 10：00～
11：30　

この時期にピッタリのハロウィンのアレンジメントです｡
10名　講師和田　千代子氏（フラワーデザイナー)
1,500円(材料費)　 ９/４(月)～15(金)

東部つどいの広場(生涯学習館 １階研修室）
イベント 対 象 日 程 時 間 備 考

お誕生会
未就学児と保護者

９/14(木) 11：00～
11：30　

不要

不要ママと一緒のおはな
しタイム ９/26(火)

保健師の育児相談 未就学児の保護者 ９/29(金) 11：00～
12：00　 不要

子育て講座「親子で
楽しもうリトミック｣

６か月～12か月の
乳児と保護者

10/３(火)
10/17(火)
※２回で
１コース

10：00～
10：30　

様々なリズムに合わせて親子で身体を動かします。いろ
いろな楽器の振動にも触れ､耳や体で音を感じましょう｡
各15組　講師槇　久美子氏　 ９/19(火）～

１歳～幼稚園未就
園児と保護者

10：45～
11：30　

東部つどいの広場(保健センター ２階運動指導室）
イベント 対 象 日 程 時 間 備 考

子ども発達相談員
(心理士)の育児相談 未就学児の保護者 ９/20(水) 11:00～12:00 不要

子育て講座情報 子育て支援総合センター
（めばえ）からのお知らせ

問・申
子育て支援総合センター
☎（71）3377
休館日　９/３・10・17・18・23・24
 （日・祝日)

　子育て支援総合センターではママ向け、パパ
向け、お子さんと一緒に楽しめるものなど様々
な講座を開催しています。
　今月はリトミック、ハロウィンのフラワーア
レンジメント、冬にかかりやすい感染症の講座
の参加者を募集します。お申込みお待ちしてい
ます。

小さなお子さんがいるご家庭では
・抱っこひも　　　　　・哺乳瓶、ミルク
・おむつ、おしりふき　・気に入ったおもちゃや絵本
・ベビーフード　　　　・授乳ケープ
等、子どもに必要なものや子どもが落ち着けるものを用
意しておくと安心ですね。

　日ごろからご家庭でもすぐに避難できるよう
避難グッズを用意しておきましょう。

９月１日は
防災の日です。

申込み　 定員　 費用
※定員がある講座は先着順となります。

リトミックではいろいろ
な楽器に触れることもで
きますよ

９月１日は

昨年のフラワーアレンジ
メント講座の作品です。
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称

①
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学
４
～
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５
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～
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時
５
分
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３
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③
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０
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町は、広告事業主を募集しています

○募集期間
　９月１日（金）～９月30日（土）

○広告掲載箇所
　４月～９月欄最下部（２枠）

　10月～３月欄最下部（２枠）

○規格（縦×横）４色刷
　25㎜×130㎜

○掲載料　１枠₅₀，₀₀₀円
○その他注意事項
・広告原稿は広告主の負担で作成し、

完全版下原稿または印刷可能なデジ

タルデータで提出してください。

・広告の種類および広告主の事業内容

によっては、広告を掲載できない場

合があります。

問・申環境課（美化センター内）　☎（72）4438

広報おおいそ

○掲載料（１掲載あたり）
　49㎜×88㎜

（１ページの10分の１） 13‚000円

　49㎜×178㎜

（１ページの10分の２） 26‚000円

　継続の場合２か月目から通常掲載料

の80パーセントの額

○広告原稿
　完全版下原稿または印刷可能なデジ

タルデータで提出

　平成30年度ごみ収集カレンダーに掲

載する広告（広告主）を募集します。

ごみ収集カレンダーは約13‚000部が発

行され、広報おおいそ３月号とともに

各家庭に配布されます。

○対象者
　町内もしくは近隣市町村に事務所、

事業所を有する法人またはその他の団体

○申込み
　町ホームページの「ごみ収集カレン

ダー広告掲載事業募集要領」をご確認

のうえ、次の書類を持参、郵送、メー

ルにて提出。（提出の際に必要な書類

は、申込書、広告の原稿、事業内容の

分かる書類、その他必要な書類）

ホームページ

○掲載期間
　１か月単位

○掲載料（１枠あたり）
　最初の１か月　月額10‚000円

　継続の場合２か月目から 月額5‚000円

○広告の規格
　縦40ピクセル×横150ピクセル

　容量は５キロバイト以内

　画像形式はGIF（アニメーション可）

　またはJPEG

　町が使用する封筒に広告を掲載して

いただける業者等を募集します。

○対象者
　町内もしくは近隣市町村に事務所・

事業所を有する法人またはその他の団体

○規格及び広告料金
　町が使用する封筒長形３号（縦120

㎜×横235㎜）、30‚000枚の裏面２枠

・広告枠規格　縦60㎜×横90㎜

・広告料金　１枠　40‚000円

○申込期間
　９月１日（金）～９月29日（金）

※土・日・祝日除く午前８時30分～午

後５時まで会計課へ郵送または持参

してください。

○申込書類等
①封筒広告掲載申込書（会計課窓口ま

たは、町ホームページで配布）

②会社概要など事業概要がわかるもの

③広告原稿

④その他必要な書類

　詳細は、町ホームページの募集要領

をご確認ください。

問会計課　☎内線277

広告

90㎜
60
㎜

町
封
筒（
裏
）

広告

封筒の広告を募集します！ 「ごみ収集カレンダー」の広告を募集します！

広報おおいそ、ホームページに広告を掲載しませんか！

詳細は、町ホームページをご確認ください。　問政策課　☎内線206
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とき
ところ
費用
定員

持ち物
締め切り
申込み
問合わせ

 講座・催し
鴫立庵９月のイベント

切り絵教室

９月21日（木）13時～15時　

内容季節に合わせたデザインの作品を

作ります。初めての方でも簡単に切り

絵を楽しめます。　 30人

講師田所　正志氏（紙工房）

対象小学３年生以上

2,000円（入庵料込）※初めての方は

1,000円

伝筆（つてふで）教室
９月24日（日）10時30分～正午

内容温かみのある文字が書けるように

なる筆文字教室です。　　　　　

講師宮前　玲子氏（NPO法人アート・

ビーンズ・ファクトリー）

対象中学生以上　 20人

3,500円（入庵料、材料費込み）

※２回目以降は別途材料費

・ 鴫立庵　☎（61）6926

大磯コミュニティ・カレッジ

①９月７日②10月５日いずれも木曜

日14時30分～16時30分

①エリザベス・サンダース・ホーム

地域交流スペース②澤田美喜記念礼拝

堂

演目①相馬黒光の肖像－新宿中村屋の

創業者にして近代日本の文化サロンの

パトロン－②隠れキリシタン鍔につい

ての考察

講師①濱口　晴彦氏（大磯コミュニ

ティカレッジ学長）②中西　祐彦氏

（NPO法人日本刀剣保存会理事）、渡辺　

延志氏（新聞記者）

30人（先着順）　 1,000円（資料代）

・ こみゅにてー・パティオ海鈴　

☎（61）0476（富山）

大磯町女性防火クラブの活動を公開

します

９月14日（木）14時～16時

町立武道館

内容実演ポリ袋レシピ・非常食の作

成・手作り防災グッズ・簡単な応急手

当。展示バスタオルで作る防災頭巾・

段ボールトイレ・非常食。

対象どなたでも　 無料

消防総務課　☎（61）0911

富士白苑介護教室

介護における腰痛予防

①９月９日（土）14時～15時

　②９月10日（日）14時～15時

介護付き有料老人ホーム　富士白苑

大磯コーポ　 10人　 無料

内容腰を痛めないための介護方法や簡

単にできる腰痛予防体操をお教えしま

す。※①、②とも同じ内容。　

講師介護福祉士　

対象介護に興味のある方、介護をされ

ている方

その他駐車場利用についてはご相談く

ださい。（駐車場無料）

・ 富士白苑大磯コーポ

☎（61）1843　担当　飯島

オストメイト健康相談会

９月９日（土）13時30分～16時30分

茅ヶ崎市役所分庁舎６階コミュニ

ティホール会議室ＡＢ

講演神奈川支部役員による体験談（コ

ロ・イレオ・ウロ）

相談員皮膚・排泄ケア認定看護師を予

定

対象人工肛門・人工膀胱保有者の方と

関係者並びに関心のある方。グループ

懇談、個別相談、装具の展示を予定　

無料

（公社）日本オストミー協会神奈川支

部　☎0466（45）4216

大磯中学校地区懇談会

「部活動のこれからを考える」Part２

９月16日（土）

授業参観８時50分～14時15分

地区懇談会14時30分～16時

大磯中学校３号館３階視聴覚室

内容「部活動」をテーマに中学生・保護

者・先生・地域の人が一緒になって考

えます。この日は１校時から５校時ま

で授業参観もできます。

大磯中学校（教頭）　☎（61）0073

おおいそ邸園コンサート

　旧吉田茂邸の庭園で、倉沢よしえさ

んがギターの弾き語りにより、皆さん

にも聞き馴染みのある曲を演奏しま

す。

９月17日（日）14時～15時

旧吉田茂邸地区　庭園

無料　駐車場土日祝日有料

・ 大磯城山公園管理事務所

☎（61）0355

墨と筆であそんじゃおう！

９月18日（月・祝）14時～16時

図書館２階大会議室

講師宮村　弦氏（書家／墨象作家）

対象小学１年生以上　 300円

20人（先着順）　その他汚れても良い

服装で参加してください。

・ NPO法人大きなおうち

☎090（5305）3404 （高橋）

伝統料理教室　ひとの 「わ」

　季節や行事に合わせて家庭でも簡単

に作れる料理をご紹介します。

９月22日（金）10時15分～12時30分

保健センター１階保健指導室

内容お月見献立　 20名（先着順）

１回当たり500円（材料費、保険代）

エプロン、三角巾、手ふきタオル、

筆記用具　 ９月15日（金）

その他ボランティアによるお子さんの

見守りあり（要予約）

・ スポーツ健康課　☎内線319

愛玩動物などへの献花式

　愛玩動物などの供養のための献花式

を行います。

９月24日（日）11時30分～正午

美化センター内　慰霊碑前

美化センター　☎（72）4438

消防情報ダイヤル ☎（61）5151
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 0911
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町は、広告事業主を募集しています

○募集期間
　９月１日（金）～９月30日（土）

○広告掲載箇所
　４月～９月欄最下部（２枠）

　10月～３月欄最下部（２枠）

○規格（縦×横）４色刷
　25㎜×130㎜

○掲載料　１枠₅₀，₀₀₀円
○その他注意事項
・広告原稿は広告主の負担で作成し、

完全版下原稿または印刷可能なデジ

タルデータで提出してください。

・広告の種類および広告主の事業内容

によっては、広告を掲載できない場

合があります。

問・申環境課（美化センター内）　☎（72）4438

広報おおいそ

○掲載料（１掲載あたり）
　49㎜×88㎜

（１ページの10分の１） 13‚000円

　49㎜×178㎜

（１ページの10分の２） 26‚000円

　継続の場合２か月目から通常掲載料

の80パーセントの額

○広告原稿
　完全版下原稿または印刷可能なデジ

タルデータで提出

　平成30年度ごみ収集カレンダーに掲

載する広告（広告主）を募集します。

ごみ収集カレンダーは約13‚000部が発

行され、広報おおいそ３月号とともに

各家庭に配布されます。

○対象者
　町内もしくは近隣市町村に事務所、

事業所を有する法人またはその他の団体

○申込み
　町ホームページの「ごみ収集カレン

ダー広告掲載事業募集要領」をご確認

のうえ、次の書類を持参、郵送、メー

ルにて提出。（提出の際に必要な書類

は、申込書、広告の原稿、事業内容の

分かる書類、その他必要な書類）

ホームページ

○掲載期間
　１か月単位

○掲載料（１枠あたり）
　最初の１か月　月額10‚000円

　継続の場合２か月目から 月額5‚000円

○広告の規格
　縦40ピクセル×横150ピクセル

　容量は５キロバイト以内

　画像形式はGIF（アニメーション可）

　またはJPEG

　町が使用する封筒に広告を掲載して

いただける業者等を募集します。

○対象者
　町内もしくは近隣市町村に事務所・

事業所を有する法人またはその他の団体

○規格及び広告料金
　町が使用する封筒長形３号（縦120

㎜×横235㎜）、30‚000枚の裏面２枠

・広告枠規格　縦60㎜×横90㎜

・広告料金　１枠　40‚000円

○申込期間
　９月１日（金）～９月29日（金）

※土・日・祝日除く午前８時30分～午

後５時まで会計課へ郵送または持参

してください。

○申込書類等
①封筒広告掲載申込書（会計課窓口ま

たは、町ホームページで配布）

②会社概要など事業概要がわかるもの

③広告原稿

④その他必要な書類

　詳細は、町ホームページの募集要領

をご確認ください。

問会計課　☎内線277

広告

90㎜
60
㎜

町
封
筒（
裏
）

広告

封筒の広告を募集します！ 「ごみ収集カレンダー」の広告を募集します！

広報おおいそ、ホームページに広告を掲載しませんか！

詳細は、町ホームページをご確認ください。　問政策課　☎内線206
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 講座・催し
鴫立庵９月のイベント

切り絵教室

９月21日（木）13時～15時　

内容季節に合わせたデザインの作品を

作ります。初めての方でも簡単に切り

絵を楽しめます。　 30人

講師田所　正志氏（紙工房）

対象小学３年生以上

2,000円（入庵料込）※初めての方は

1,000円

伝筆（つてふで）教室
９月24日（日）10時30分～正午

内容温かみのある文字が書けるように

なる筆文字教室です。　　　　　

講師宮前　玲子氏（NPO法人アート・

ビーンズ・ファクトリー）

対象中学生以上　 20人

3,500円（入庵料、材料費込み）

※２回目以降は別途材料費

・ 鴫立庵　☎（61）6926

大磯コミュニティ・カレッジ

①９月７日②10月５日いずれも木曜

日14時30分～16時30分

①エリザベス・サンダース・ホーム

地域交流スペース②澤田美喜記念礼拝

堂

演目①相馬黒光の肖像－新宿中村屋の

創業者にして近代日本の文化サロンの

パトロン－②隠れキリシタン鍔につい

ての考察

講師①濱口　晴彦氏（大磯コミュニ

ティカレッジ学長）②中西　祐彦氏

（NPO法人日本刀剣保存会理事）、渡辺　

延志氏（新聞記者）

30人（先着順）　 1,000円（資料代）

・ こみゅにてー・パティオ海鈴　

☎（61）0476（富山）

大磯町女性防火クラブの活動を公開

します

９月14日（木）14時～16時

町立武道館

内容実演ポリ袋レシピ・非常食の作

成・手作り防災グッズ・簡単な応急手

当。展示バスタオルで作る防災頭巾・

段ボールトイレ・非常食。

対象どなたでも　 無料

消防総務課　☎（61）0911

富士白苑介護教室

介護における腰痛予防

①９月９日（土）14時～15時

　②９月10日（日）14時～15時

介護付き有料老人ホーム　富士白苑

大磯コーポ　 10人　 無料

内容腰を痛めないための介護方法や簡

単にできる腰痛予防体操をお教えしま

す。※①、②とも同じ内容。　

講師介護福祉士　

対象介護に興味のある方、介護をされ

ている方

その他駐車場利用についてはご相談く

ださい。（駐車場無料）

・ 富士白苑大磯コーポ

☎（61）1843　担当　飯島

オストメイト健康相談会

９月９日（土）13時30分～16時30分

茅ヶ崎市役所分庁舎６階コミュニ

ティホール会議室ＡＢ

講演神奈川支部役員による体験談（コ

ロ・イレオ・ウロ）

相談員皮膚・排泄ケア認定看護師を予

定

対象人工肛門・人工膀胱保有者の方と

関係者並びに関心のある方。グループ

懇談、個別相談、装具の展示を予定　

無料

（公社）日本オストミー協会神奈川支

部　☎0466（45）4216

大磯中学校地区懇談会

「部活動のこれからを考える」Part２

９月16日（土）

授業参観８時50分～14時15分

地区懇談会14時30分～16時

大磯中学校３号館３階視聴覚室

内容「部活動」をテーマに中学生・保護

者・先生・地域の人が一緒になって考

えます。この日は１校時から５校時ま

で授業参観もできます。

大磯中学校（教頭）　☎（61）0073

おおいそ邸園コンサート

　旧吉田茂邸の庭園で、倉沢よしえさ

んがギターの弾き語りにより、皆さん

にも聞き馴染みのある曲を演奏しま

す。

９月17日（日）14時～15時

旧吉田茂邸地区　庭園

無料　駐車場土日祝日有料

・ 大磯城山公園管理事務所

☎（61）0355

墨と筆であそんじゃおう！

９月18日（月・祝）14時～16時

図書館２階大会議室

講師宮村　弦氏（書家／墨象作家）

対象小学１年生以上　 300円

20人（先着順）　その他汚れても良い

服装で参加してください。

・ NPO法人大きなおうち

☎090（5305）3404 （高橋）

伝統料理教室　ひとの 「わ」

　季節や行事に合わせて家庭でも簡単

に作れる料理をご紹介します。

９月22日（金）10時15分～12時30分

保健センター１階保健指導室

内容お月見献立　 20名（先着順）

１回当たり500円（材料費、保険代）

エプロン、三角巾、手ふきタオル、

筆記用具　 ９月15日（金）

その他ボランティアによるお子さんの

見守りあり（要予約）

・ スポーツ健康課　☎内線319

愛玩動物などへの献花式

　愛玩動物などの供養のための献花式

を行います。

９月24日（日）11時30分～正午

美化センター内　慰霊碑前

美化センター　☎（72）4438

消防情報ダイヤル ☎（61）5151
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 0911
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人権啓発講演会

10月５日（木）13時30分～16時

伊勢原市民文化会館

内容歴史から人権を考える

講師斎藤　洋一氏　

不要　 無料　

国 連NGO横 浜 国 際 人 権 セ ン タ ー　　　

☎045（261）3855

おおいそシニア教室Ⅱ

「やさしいマジック」
　

　楽しい手品の鑑賞とマジシャン体験

①10月６日（金）14時～15時30分

②10月10日（火）14時～15時30分

①保健センター２階研修室②世代交

流センターさざんか荘

講師原　みなこ氏（平塚奇術クラブ会

長）　

対象おおむね65歳以上の町内在住の方　

各30人　 筆記用具

９月４日（月）から電話で

その他①②とも同じ内容。老人クラブ

所属の方は各会長を通してお申込みく

ださい。

・ 生涯学習課　☎内線329

ママの会料理教室のお知らせ

～生活習慣病予防講習会～

10月６日（金）10時～13時

保健センター１階保健指導室

対象成人男女　 20名（先着順）

600円（材料費、保険代）

エプロン、三角巾、手ふきタオル、

筆記用具　

９月22日（金）

その他味噌汁やスープを少量お持ちい

ただくと、その場で塩分測定をします。

・ 大磯町食生活改善推進団体　

☎（61）6026（高橋宅）

読書会　東山　彰良　『流』を読む

10月７日（土）13時30分～15時30分　

図書館２階大会議室　 200円

20人（先着順）

・ NPO法人大きなおうち　

☎（61）3805 （遠藤）

難病講演会・交流会

　～難病患者のための防災講座～

もしも…のとき、どうする？災害時の

ために、今できること

９月26日（火）14時～16時

平塚保健福祉事務所

講師武田　飛呂城氏（NPO法人 日本慢

性疾患セルフマネジメント協会 事務

局長）　

対象難病患者（疾病不問）とその家族及

び難病患者の療養支援に関わる方

30人（先着順）

９月15日（金）

・ 平塚保健福祉事務所保健予防課

☎（32）0130　内線274

ＯＩＳＯ学び塾特別編

「添田唖蝉坊って何者？」

　唖蝉坊は明治から大正にかけて人気

を博した路上ライブの気鋭シンガーソ

ングライターです。今年の文化祭期間

に予定する演歌公演に先立ち、大磯生

まれの添田唖蝉坊を紹介します。　

10月３日（火）10時30分～正午　

大磯町郷土資料館本館研修室

講師細井　守氏（大磯町文化財専門委

員）　

対象町内在住・在勤・在学の方

40人（先着順）　 無料　 筆記用具

９月４日（月）より

・ 生涯学習課　☎内線323

*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

西湘地区障害者就職面接会

10月６日（金）13時～16時（開場12時

30分）

平塚総合体育館

内容仕事を探している障害者の方と企

業の面接会

障害者手帳（身体障害者手帳・療育

手帳・精神保健福祉手帳）・応募書類（複

数枚）

９月27日（水）までにハローワーク平

塚までお申込みください。

平塚公共職業安定所　専門援助部門

☎（24）8609　内線43＃

不登校児童生徒・高校中退者等のた

めの不登校相談会・進路情報説明会

～湘南・中地区～について
９月23日（土・祝）13時～16時30分　

県藤沢合同庁舎（藤沢市鵠沼石上

2-7-1）　対象小・中学生、高校生、高

校中退者、保護者、教員

無料（事前申し込みも不要）

内容フリースクール等活動紹介・個別

相談会等

主催神奈川県学校・フリースクール等

連携協議会、神奈川県教育委員会

県教育委員会教育局支援部子ども教

育支援課小中学校生徒指導グループ　

☎045（210）8292 （直通）

骨太プラスワン研修会

～筋膜ストレッチ（リリース）～

９月25日（月）10時～11時30分

保健センター２階研修室

講師樋口　典子氏（日体協運動指導員）

対象どなたでも　

不要　 200円（保険・資料代）

水筒・動きやすい服装で

おおいそ骨太体操ボランティアの会

事務局　☎（61）9294

曽我物語・虎御前ゆかりの史跡を散策

　仇討ちにまつわる悲恋の伝説を巡る

ウォーキングです。　

９月30日（土）９時受付

９時30分～14時15分　小雨決行

大磯駅集合　大磯駅～鴫立庵（中に

は入りません）～延台寺～高来神社（昼

食）～虎御前の文塚～山下長者屋敷跡

～高村団地バス停（解散）約７㎞、４

時間45分　 70人　 500円（含む保

険代、資料代）　 弁当　 ９月20日

（水）（当日消印有効　応募者多数の場

合、抽選）　 往復ハガキにツアー名、

開催日、住所、氏名、電話番号、人数

（２人まで）明記。ホームページからの

申込みも可。

〒255-0003大磯町大磯995-12-Ｂ

NPO法人大磯ガイドボランティア協会

http://www.oisoguide.com

☎（73）8590（９～17時、土日祝日を除

く）

広告

火事と救急
7月の出動状況

消防車…  30件（火災出動１、救助出動１、  その他出動28）
救急車…153件（急病102、  交通事故13、一般負傷26、その他12）
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公開セミナー

「健康と食と暮らしの安全に向けて」

10月13日（金）13時～17時①13時10分

～14時10分②14時20分～15時15分③15

時30分～17時

県衛生研究所６階大会議室（茅ヶ崎

市下町屋1-3-1）

内容①公開講座「冷凍メンチカツを

原因とするO157食中毒事例」「ジェネ

リック医薬品への取組み」②公開研究

発表「インフルエンザウイルス流行株

の調査」ほか２件③学術講演「薬剤耐性

菌の疫学と検査」　

無料　 不要

県衛生研究所衛生情報課

☎0467（83）4400

生涯学習サロンⅢ

初心者のための和紙ちぎり絵教室

　かわいいフクロウの親子を色紙に作

ります。

10月18日（水）14時～16時

生涯学習館 講習室　

講師山下　裕美氏（日本和紙ちぎり絵

協会賛同会員・生涯学習人材登録者）

対象町在住・在勤の方　

20人　 540円

はさみ、でんぷんのり、手ふき、タ

オル、鉛筆

９月29日（金）

・ 生涯学習課　☎内線329

*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

 お 知 ら せ
「大磯町勤労者住宅資金利子補給制

度」のご案内

　大磯町に居住する勤労者が中央労働

金庫平塚支店から住宅資金の融資を受

けた場合に、融資限度額に対して３年

間利子補給を行います。

利子補給条件・事務所または事業所に

勤務している方で、自己が所有し、か

つ自ら居住する住宅を町内に新築、増

築、改築または購入する方。

融資限度額400万円

利子補給額１月１日から12月31日まで

に支払った利子に対して下記の割合で

補給。　

利子補給期間36ヶ月間

借入金/年間利子補給額（限度額）

・ 50万/ 13,200円 （1,100円/月）

・ 100万/ 27,600円 （2,300円/月）

・ 150万/ 42,000円 （3,500円/月）

・ 200万/ 56,400円 （4,700円/月）

・ 250万/ 69,600円 （5,800円/月）

・ 300万/ 84,000円 （7,000円/月）

・ 350万/ 98,400円 （8,200円/月）

・ 400万/ 112,800円 （9,400円/月）

産業観光課　内線334

大磯町人権教育講演会「ＬＧＢＴを

理解する～同性婚・新しい家族のか

たち～」
10月12日（木）13時30分～15時40分　

保健センター２階研修室

講師東　小雪氏（ＬＧＢＴアクティビ

スト）

対象町内在住・在勤・在学の方

筆記用具、飲み物など

９月４日（月）から

80人　 無料

その他手話通訳あります。託児希望の

方は９月29日（金）までにお申込みくだ

さい。

・ 生涯学習課　☎内線329

福祉課　☎内線314

青少年おもしろ講座④

ペットボトルロケット飛ばし!!

　ペットボトルのロケットを作って飛

行距離を競争します。

10月14日（土）９時30分～正午

大磯運動公園多目的広場

小学３年生以上　20人（先着順）

炭酸飲料500mlの空ペットボトル３

本 

無料

９月４日（月）から電話で

生涯学習課　☎内線329

大磯町観光協会・大磯ガイドボラン

ティア協会共催事業　大磯の邸園文

化と歴史に触れる日帰り旅

　

　旧吉田茂邸・旧安田善次郎邸をめぐ

るランチ付きのコース。

10月18日（水）

集合時間Ⓐ９時15分Ⓑ10時45分

旧吉田茂庭園 管理棟（大磯駅または

二宮駅よりバス城山公園前下車）

コース旧吉田茂邸園散策～大磯プリン

スホテル（昼食）～旧安田善次郎邸園散

策　約４時間15分

100人（各50人）※応募者多数の場合

抽選　 4,500円（入館料、昼食代・保

険料・資料代込み）

往復ハガキに企画名・開催日・集合

時間（ⒶまたはⒷ）・住所・氏名・電話

番号・人数（２人まで）を明記

10月５日（木）消印有効

・ 〒255-0003大磯町大磯878-1

大磯町観光協会

☎（61）3300（９時～17時）

http://www.oiso-kankou.or.jp

統合失調症家族教室

　家族同士の交流の場として悩みや不

安を安心して話せる教室です。

10月６日（金）、10月13日（金）、10月

20日（金）（全３回）14時～16時

平塚保健福祉事務所3階大会議室

内容精神科医師、ピアサポーター、家

族会による講演　対象統合失調症患者

のご家族　 50人（先着順）

10月４日（水）

・ 平塚保健福祉事務所保健予防課

☎（32）0130　内線272

東海大学医療技術短期大学公開講座

「脳と健康生活～いつまでも元気に

暮らそう　Part２～」

10月７日（土）10時～正午

東海大学医療技術短期大学　講堂

（平塚市北金目4-1-2）

内容健康寿命を延ばすための生活のヒ

ントについて

100人（申込み不要）　講師灰田　宗

孝氏（東海大学医療技術短期大学学長・

教授）

無料　その他駐車場がないため、公

共交通機関をご利用ください。

東海大学医療技術短期大学

☎（58）1211　内線5412　担当：福田

大磯の魅力再発見・体験講座①

「地曳網漁体験」

10月21日（土）８時（集合）～11時（荒

天の場合10月29日（日）に延期）

集合場所こゆるぎの浜（こゆるぎ緑地

の下）※近くにこゆるぎ有料駐車場有

（旧滄浪閣）駐車場代は各自負担。

スケジュール浜で地曳網漁の説明を受

けた後、地曳網の引揚げ作業を体験（獲

れた魚は持ち帰り可能。バケツ、クー

ラー等は各自持参。ただし、不漁の場

合あり）。

講師網元：戸塚 恵氏・船頭：中村　

晴夫氏　

往復ハガキに講座名、開催日、住所、

氏名、電話番号、人数（２人まで）を明

記。 40人　 無料

10月12日（木）消印有効（応募者多数

の場合、抽選。大磯町民優先）

・ 〒255-0003大磯町大磯995-12-B 

NPO法人大磯ガイドボランティア協会 

☎（73）8590（９～17時、土日祝日を除

く）

気象情報
7月

最高気温 31.9度　最低気温 22.0度　平均気温 26.0度
総雨量　 52.0mm
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人権啓発講演会

10月５日（木）13時30分～16時

伊勢原市民文化会館

内容歴史から人権を考える

講師斎藤　洋一氏　

不要　 無料　

国 連NGO横 浜 国 際 人 権 セ ン タ ー　　　

☎045（261）3855

おおいそシニア教室Ⅱ

「やさしいマジック」
　

　楽しい手品の鑑賞とマジシャン体験

①10月６日（金）14時～15時30分

②10月10日（火）14時～15時30分

①保健センター２階研修室②世代交

流センターさざんか荘

講師原　みなこ氏（平塚奇術クラブ会

長）　

対象おおむね65歳以上の町内在住の方　

各30人　 筆記用具

９月４日（月）から電話で

その他①②とも同じ内容。老人クラブ

所属の方は各会長を通してお申込みく

ださい。

・ 生涯学習課　☎内線329

ママの会料理教室のお知らせ

～生活習慣病予防講習会～

10月６日（金）10時～13時

保健センター１階保健指導室

対象成人男女　 20名（先着順）

600円（材料費、保険代）

エプロン、三角巾、手ふきタオル、

筆記用具　

９月22日（金）

その他味噌汁やスープを少量お持ちい

ただくと、その場で塩分測定をします。

・ 大磯町食生活改善推進団体　

☎（61）6026（高橋宅）

読書会　東山　彰良　『流』を読む

10月７日（土）13時30分～15時30分　

図書館２階大会議室　 200円

20人（先着順）

・ NPO法人大きなおうち　

☎（61）3805 （遠藤）

難病講演会・交流会

　～難病患者のための防災講座～

もしも…のとき、どうする？災害時の

ために、今できること

９月26日（火）14時～16時

平塚保健福祉事務所

講師武田　飛呂城氏（NPO法人 日本慢

性疾患セルフマネジメント協会 事務

局長）　

対象難病患者（疾病不問）とその家族及

び難病患者の療養支援に関わる方

30人（先着順）

９月15日（金）

・ 平塚保健福祉事務所保健予防課

☎（32）0130　内線274

ＯＩＳＯ学び塾特別編

「添田唖蝉坊って何者？」

　唖蝉坊は明治から大正にかけて人気

を博した路上ライブの気鋭シンガーソ

ングライターです。今年の文化祭期間

に予定する演歌公演に先立ち、大磯生

まれの添田唖蝉坊を紹介します。　

10月３日（火）10時30分～正午　

大磯町郷土資料館本館研修室

講師細井　守氏（大磯町文化財専門委

員）　

対象町内在住・在勤・在学の方

40人（先着順）　 無料　 筆記用具

９月４日（月）より

・ 生涯学習課　☎内線323

*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

西湘地区障害者就職面接会

10月６日（金）13時～16時（開場12時

30分）

平塚総合体育館

内容仕事を探している障害者の方と企

業の面接会

障害者手帳（身体障害者手帳・療育

手帳・精神保健福祉手帳）・応募書類（複

数枚）

９月27日（水）までにハローワーク平

塚までお申込みください。

平塚公共職業安定所　専門援助部門

☎（24）8609　内線43＃

不登校児童生徒・高校中退者等のた

めの不登校相談会・進路情報説明会

～湘南・中地区～について
９月23日（土・祝）13時～16時30分　

県藤沢合同庁舎（藤沢市鵠沼石上

2-7-1）　対象小・中学生、高校生、高

校中退者、保護者、教員

無料（事前申し込みも不要）

内容フリースクール等活動紹介・個別

相談会等

主催神奈川県学校・フリースクール等

連携協議会、神奈川県教育委員会

県教育委員会教育局支援部子ども教

育支援課小中学校生徒指導グループ　

☎045（210）8292 （直通）

骨太プラスワン研修会

～筋膜ストレッチ（リリース）～

９月25日（月）10時～11時30分

保健センター２階研修室

講師樋口　典子氏（日体協運動指導員）

対象どなたでも　

不要　 200円（保険・資料代）

水筒・動きやすい服装で

おおいそ骨太体操ボランティアの会

事務局　☎（61）9294

曽我物語・虎御前ゆかりの史跡を散策

　仇討ちにまつわる悲恋の伝説を巡る

ウォーキングです。　

９月30日（土）９時受付

９時30分～14時15分　小雨決行

大磯駅集合　大磯駅～鴫立庵（中に

は入りません）～延台寺～高来神社（昼

食）～虎御前の文塚～山下長者屋敷跡

～高村団地バス停（解散）約７㎞、４

時間45分　 70人　 500円（含む保

険代、資料代）　 弁当　 ９月20日

（水）（当日消印有効　応募者多数の場

合、抽選）　 往復ハガキにツアー名、

開催日、住所、氏名、電話番号、人数

（２人まで）明記。ホームページからの

申込みも可。

〒255-0003大磯町大磯995-12-Ｂ

NPO法人大磯ガイドボランティア協会

http://www.oisoguide.com

☎（73）8590（９～17時、土日祝日を除

く）

広告

火事と救急
7月の出動状況

消防車…  30件（火災出動１、救助出動１、  その他出動28）
救急車…153件（急病102、  交通事故13、一般負傷26、その他12）
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公開セミナー

「健康と食と暮らしの安全に向けて」

10月13日（金）13時～17時①13時10分

～14時10分②14時20分～15時15分③15

時30分～17時

県衛生研究所６階大会議室（茅ヶ崎

市下町屋1-3-1）

内容①公開講座「冷凍メンチカツを

原因とするO157食中毒事例」「ジェネ

リック医薬品への取組み」②公開研究

発表「インフルエンザウイルス流行株

の調査」ほか２件③学術講演「薬剤耐性

菌の疫学と検査」　

無料　 不要

県衛生研究所衛生情報課

☎0467（83）4400

生涯学習サロンⅢ

初心者のための和紙ちぎり絵教室

　かわいいフクロウの親子を色紙に作

ります。

10月18日（水）14時～16時

生涯学習館 講習室　

講師山下　裕美氏（日本和紙ちぎり絵

協会賛同会員・生涯学習人材登録者）

対象町在住・在勤の方　

20人　 540円

はさみ、でんぷんのり、手ふき、タ

オル、鉛筆

９月29日（金）

・ 生涯学習課　☎内線329

*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

 お 知 ら せ
「大磯町勤労者住宅資金利子補給制

度」のご案内

　大磯町に居住する勤労者が中央労働

金庫平塚支店から住宅資金の融資を受

けた場合に、融資限度額に対して３年

間利子補給を行います。

利子補給条件・事務所または事業所に

勤務している方で、自己が所有し、か

つ自ら居住する住宅を町内に新築、増

築、改築または購入する方。

融資限度額400万円

利子補給額１月１日から12月31日まで

に支払った利子に対して下記の割合で

補給。　

利子補給期間36ヶ月間

借入金/年間利子補給額（限度額）

・ 50万/ 13,200円 （1,100円/月）

・ 100万/ 27,600円 （2,300円/月）

・ 150万/ 42,000円 （3,500円/月）

・ 200万/ 56,400円 （4,700円/月）

・ 250万/ 69,600円 （5,800円/月）

・ 300万/ 84,000円 （7,000円/月）

・ 350万/ 98,400円 （8,200円/月）

・ 400万/ 112,800円 （9,400円/月）

産業観光課　内線334

大磯町人権教育講演会「ＬＧＢＴを

理解する～同性婚・新しい家族のか

たち～」
10月12日（木）13時30分～15時40分　

保健センター２階研修室

講師東　小雪氏（ＬＧＢＴアクティビ

スト）

対象町内在住・在勤・在学の方

筆記用具、飲み物など

９月４日（月）から

80人　 無料

その他手話通訳あります。託児希望の

方は９月29日（金）までにお申込みくだ

さい。

・ 生涯学習課　☎内線329

福祉課　☎内線314

青少年おもしろ講座④

ペットボトルロケット飛ばし!!

　ペットボトルのロケットを作って飛

行距離を競争します。

10月14日（土）９時30分～正午

大磯運動公園多目的広場

小学３年生以上　20人（先着順）

炭酸飲料500mlの空ペットボトル３

本 

無料

９月４日（月）から電話で

生涯学習課　☎内線329

大磯町観光協会・大磯ガイドボラン

ティア協会共催事業　大磯の邸園文

化と歴史に触れる日帰り旅

　

　旧吉田茂邸・旧安田善次郎邸をめぐ

るランチ付きのコース。

10月18日（水）

集合時間Ⓐ９時15分Ⓑ10時45分

旧吉田茂庭園 管理棟（大磯駅または

二宮駅よりバス城山公園前下車）

コース旧吉田茂邸園散策～大磯プリン

スホテル（昼食）～旧安田善次郎邸園散

策　約４時間15分

100人（各50人）※応募者多数の場合

抽選　 4,500円（入館料、昼食代・保

険料・資料代込み）

往復ハガキに企画名・開催日・集合

時間（ⒶまたはⒷ）・住所・氏名・電話

番号・人数（２人まで）を明記

10月５日（木）消印有効

・ 〒255-0003大磯町大磯878-1

大磯町観光協会

☎（61）3300（９時～17時）

http://www.oiso-kankou.or.jp

統合失調症家族教室

　家族同士の交流の場として悩みや不

安を安心して話せる教室です。

10月６日（金）、10月13日（金）、10月

20日（金）（全３回）14時～16時

平塚保健福祉事務所3階大会議室

内容精神科医師、ピアサポーター、家

族会による講演　対象統合失調症患者

のご家族　 50人（先着順）

10月４日（水）

・ 平塚保健福祉事務所保健予防課

☎（32）0130　内線272

東海大学医療技術短期大学公開講座

「脳と健康生活～いつまでも元気に

暮らそう　Part２～」

10月７日（土）10時～正午

東海大学医療技術短期大学　講堂

（平塚市北金目4-1-2）

内容健康寿命を延ばすための生活のヒ

ントについて

100人（申込み不要）　講師灰田　宗

孝氏（東海大学医療技術短期大学学長・

教授）

無料　その他駐車場がないため、公

共交通機関をご利用ください。

東海大学医療技術短期大学

☎（58）1211　内線5412　担当：福田

大磯の魅力再発見・体験講座①

「地曳網漁体験」

10月21日（土）８時（集合）～11時（荒

天の場合10月29日（日）に延期）

集合場所こゆるぎの浜（こゆるぎ緑地

の下）※近くにこゆるぎ有料駐車場有

（旧滄浪閣）駐車場代は各自負担。

スケジュール浜で地曳網漁の説明を受

けた後、地曳網の引揚げ作業を体験（獲

れた魚は持ち帰り可能。バケツ、クー

ラー等は各自持参。ただし、不漁の場

合あり）。

講師網元：戸塚 恵氏・船頭：中村　

晴夫氏　

往復ハガキに講座名、開催日、住所、

氏名、電話番号、人数（２人まで）を明

記。 40人　 無料

10月12日（木）消印有効（応募者多数

の場合、抽選。大磯町民優先）

・ 〒255-0003大磯町大磯995-12-B 

NPO法人大磯ガイドボランティア協会 

☎（73）8590（９～17時、土日祝日を除

く）

気象情報
7月

最高気温 31.9度　最低気温 22.0度　平均気温 26.0度
総雨量　 52.0mm
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 ス ポ ー ツ
第43回 町民バレーボール大会

10月15日（日）９時～

国府小学校体育館

対象町在住、在勤、在学、在クラブ

規則神奈川県ママさんバレーボール連

盟競技規則による　９人制競技

チーム編成　監督１名、副監督１名、

選手12名　 10月６日（金）

代表者会議・抽選会10月10日（火）19時

～保健センター１階保健指導室

・ 町体育協会バレーボール部

☎（61）5442（飯田宅）

町民秋季ゴルフ大会

10月16日（月）

平塚富士見カントリークラブ　大磯

コース／平塚コース（選択制）

対象町在住（出身者も可）、在勤者で大

会当日20歳以上の方 180人（先着順）

15,000円（ゴルフ協会会員は13,000円）

「ハガキ」または「FAX」で住所・氏名

（ふりがな）・性別・生年月日・電話番号・

希望コースを選択。（セルフプレー）

９月23日（土・祝）までに必着

〒259-0102 大磯町生沢1150-1　精興

商事内　FAX：（72）0353

※ゴルフ協会のＨＰからも応募可

（http://www.oiso-golf.jp/）

その他ゴルフ協会会員募集中

大磯町体育協会ゴルフ部

☎（72）1256（小早川宅）

第47回 町民武道大会（柔道）

11月３日（金・祝）９時～

町立武道館

対象町内所在の柔道場で活動されて

いる方 種目①幼児②～④小学生（低学

年・中学年・高学年）⑤中学生⑥高校生・

一般⑦女子の７部門及び受身コンテス

ト（小学生に限る）

・ 10月10日（火）までに下記まで

所定の申込書を郵送　〒255-0001 高

麗2-1-4　大磯町体育協会柔道部　☎

（61）8649（久保田宅）

ＤＶに悩む男性のための電話相談

　一人で悩まず、気軽にお電話くださ

い。　

毎週月曜日（祝日実施、年末年始休

み）11時～16時

一般社団法人神奈川人権センター　

☎045（758）0918

 募　　 　集
大磯親子さつまいも収穫体験　

参加者募集

　収穫体験や生産者との交流を通じ、

農業の楽しさや、食と農の大切さを体

感してください。

10月14日（土）10時～１時間程度（雨

天順延）

応募要件町在住の小学生及びその家族

で、原則、大人・子ども各１名のペア

参加

集合場所JA湘南大磯支所駐車場

15家族30人

１ペア500円※１人増える毎に200円

（保険代等含む）

ハガキに①郵便番号と住所②児童

名（ふりがな）③学校名と学年④保護

者名（ふりがな）⑤電話番号を明記し、

〒259-0114　大磯町月京6-7　湘南農

協大磯支所「大磯親子さつまいも収穫

体験」係まで

10月６日（金）当日消印有効　

JA湘南大磯支所　☎（71）2511

町産業観光課　☎内線263

（９～17時、土日祝日を除く）

第７回大磯チャレンジライブ

出演者・企画者募集！
　

　音楽好きの青少年集まれ!!

平成30年３月ライブ開催決定!!

出演・企画希望の個人及びバンドを募

集します。

対象中学生以上20歳以下、大磯町内在

住・在学の個人及びバンド（バンド内

一人でも在住・在学者がいれば可）

※ライブの内容を決める企画会議を行

います。第１回目を10月に予定してい

ます。

電話またはメールで

９月29日（金）まで

・ 大磯町青少年指導員連絡協議会

事務局（生涯学習課内） ☎内線323

*gakusyu2@town.oiso.kanagawa.jp

「大磯町勤労者生活資金融資制度」の

ご案内

　大磯町に居住する勤労者に必要な生

活資金を融資する制度です。

融資対象者・勤労者で町内に居住して

いる人　融資限度額150万円

資金使途・持ち家の増改築・本人か親

族の冠婚葬祭費・本人か親族の医療費・

子どもの入学資金・物品購入資金　

貸付利率年1.80％

※使途が「教育資金」の場合は、年

1.70％も可

中央労働金庫平塚支店☎（23）2511

産業観光課　☎内線334

七賢堂特別開扉

　焼失を免れた七賢堂を吉田茂の生ま

れた日の９月22日より３日間、特別に

開扉します。開扉期間中は、NPO法人

大磯ガイドボランティア協会の方によ

る現地説明を行います。

９月22日（金）～24日（日）10時～16時 

大磯城山公園旧吉田邸地区

駐車場土日祝日　有料

大磯城山公園　☎ （61）0355

原爆供養塔納骨名簿の公開

　広島市にある平和記念公園内の「原

爆供養塔」に安置されている遺骨のう

ち、氏名等が判明しながらも未だにご

遺族が分からない方の名簿を町役場３

階総務課にて確認できます。

名簿設置期間10月31日（火）まで

総務課　☎内線210

広島市原爆被害対策部調査課

☎082（504）2191

「高齢者･障害者の人権あんしん相

談」強化週間

　人権擁護委員や法務局の職員が相談

に応じます。ひとりで悩まずご相談く

ださい。

９月４日（月）～９月10日（日）８時30

分～19時まで（土、日曜日は10時～17

時）相談電話番号（全国統一ナビダイヤ

ル）☎0570（003）110

横浜地方法務局人権擁護課

☎045（641）7926

町民課　☎内線237

点字電話帳（神奈川県版）のお知らせ 　　

　ＮＴＴ東日本の社会貢献活動の一環

として点字電話帳が発行されました。

障害福祉センターに置いてありますの

で、ご利用ください。

福祉課（障がい福祉センター）　

☎（73）4530

スポーツ大会の結果

６月18日（日）　国府小学校

優　勝　あおばとD

（加藤勝義・守屋正三・奥野枝美子）

準優勝　あおばとE

（山本勝己・吉村英夫・蔦谷明子）

▼～ターゲットユニカ～

優　勝　丹沢A

準優勝　あおばとＢ

（安藤憲和・小島秀夫・南川保）

第11回神奈川県ユニカール大会

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O

☎ 0120（83）0150
防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。 　危機管理課　☎内線241
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会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　９月26日（火）９時～
　生涯学習館　会議室
問学校教育課　☎内線322
農業委員会総会
　９月25日（月）13時30分～
　役場本庁舎　４階第２委員会室
問農業委員会　☎内線358

平成29年10月１日は

就業構造基本調査
　就業構造を把握し、皆さんの未
来に役立てます。調査員が伺いま
したら、ご回答をお願いします。
※この調査は、一部地域のみの実
施となります。
問政策課　☎内線206

相談の案内［９月］
相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

行 政 相 談 行政や特殊法人に対する要望や苦情 14日（木）13時～16時 福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 21日（木）13時～16時

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

14日（木）、21日（木）13時～16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月～金　９時30分～16時
平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月～金　９時30分～19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分～16時30分

電 話 教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～正午／13時～16時30分

大磯町教育研究所　教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問い合わせください。
５日（火）、12日（火）、19日（火）
13時30分～16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所

☎（32）0130　内線272

もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に
よる相談または家庭訪問を実施します

お問い合わせください。
21日（木）13時30分～16時30分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日～金曜日
８時30分～17時15分

児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065

高齢者介護相談 高齢者の介護に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談

毎週月曜日～土曜日
８時30分～17時15分

障害福祉センター　☎（73）4530

日曜日・祝日・夜間【17時15分
～８時30分】

大磯町役場　☎（61）4100

心 の 保 健 相 談 心の悩みや病気で困っている方の
社会参加・社会復帰支援の相談

毎週水曜日、第１第３土曜日
13時30分～15時（予約制）

障害福祉センター　☎（73）4530

※祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。詳しくは電話にてお問い合わせください。

ゆずります！ ゆずってください！

　各家庭にある日用品を対象とし
た不用品の登録やあっせんの受付
を行っています。
　最新情報はホームページまたは
町役場１階の掲示板をご覧くださ
い。
問町民課　☎内線237

不用品登録情報

対 象 者 生 年 月 日
88歳（米寿） 昭和３年９月３日～昭和４年９月２日生まれ
99歳（白寿） 大正６年９月３日～大正７年９月２日生まれ
100歳以上 　 大正６年９月２日以前生まれ　　　　　　　



20

 ス ポ ー ツ
第43回 町民バレーボール大会

10月15日（日）９時～

国府小学校体育館

対象町在住、在勤、在学、在クラブ

規則神奈川県ママさんバレーボール連

盟競技規則による　９人制競技

チーム編成　監督１名、副監督１名、

選手12名　 10月６日（金）

代表者会議・抽選会10月10日（火）19時

～保健センター１階保健指導室

・ 町体育協会バレーボール部

☎（61）5442（飯田宅）

町民秋季ゴルフ大会

10月16日（月）

平塚富士見カントリークラブ　大磯

コース／平塚コース（選択制）

対象町在住（出身者も可）、在勤者で大

会当日20歳以上の方 180人（先着順）

15,000円（ゴルフ協会会員は13,000円）

「ハガキ」または「FAX」で住所・氏名

（ふりがな）・性別・生年月日・電話番号・

希望コースを選択。（セルフプレー）

９月23日（土・祝）までに必着

〒259-0102 大磯町生沢1150-1　精興

商事内　FAX：（72）0353

※ゴルフ協会のＨＰからも応募可

（http://www.oiso-golf.jp/）

その他ゴルフ協会会員募集中

大磯町体育協会ゴルフ部

☎（72）1256（小早川宅）

第47回 町民武道大会（柔道）

11月３日（金・祝）９時～

町立武道館

対象町内所在の柔道場で活動されて

いる方 種目①幼児②～④小学生（低学

年・中学年・高学年）⑤中学生⑥高校生・

一般⑦女子の７部門及び受身コンテス

ト（小学生に限る）

・ 10月10日（火）までに下記まで

所定の申込書を郵送　〒255-0001 高

麗2-1-4　大磯町体育協会柔道部　☎

（61）8649（久保田宅）

ＤＶに悩む男性のための電話相談

　一人で悩まず、気軽にお電話くださ

い。　

毎週月曜日（祝日実施、年末年始休

み）11時～16時

一般社団法人神奈川人権センター　

☎045（758）0918

 募　　 　集
大磯親子さつまいも収穫体験　

参加者募集

　収穫体験や生産者との交流を通じ、

農業の楽しさや、食と農の大切さを体

感してください。

10月14日（土）10時～１時間程度（雨

天順延）

応募要件町在住の小学生及びその家族

で、原則、大人・子ども各１名のペア

参加

集合場所JA湘南大磯支所駐車場

15家族30人

１ペア500円※１人増える毎に200円

（保険代等含む）

ハガキに①郵便番号と住所②児童

名（ふりがな）③学校名と学年④保護

者名（ふりがな）⑤電話番号を明記し、

〒259-0114　大磯町月京6-7　湘南農

協大磯支所「大磯親子さつまいも収穫

体験」係まで

10月６日（金）当日消印有効　

JA湘南大磯支所　☎（71）2511

町産業観光課　☎内線263

（９～17時、土日祝日を除く）

第７回大磯チャレンジライブ

出演者・企画者募集！
　

　音楽好きの青少年集まれ!!

平成30年３月ライブ開催決定!!

出演・企画希望の個人及びバンドを募

集します。

対象中学生以上20歳以下、大磯町内在

住・在学の個人及びバンド（バンド内

一人でも在住・在学者がいれば可）

※ライブの内容を決める企画会議を行

います。第１回目を10月に予定してい

ます。

電話またはメールで

９月29日（金）まで

・ 大磯町青少年指導員連絡協議会

事務局（生涯学習課内） ☎内線323

*gakusyu2@town.oiso.kanagawa.jp

「大磯町勤労者生活資金融資制度」の

ご案内

　大磯町に居住する勤労者に必要な生

活資金を融資する制度です。

融資対象者・勤労者で町内に居住して

いる人　融資限度額150万円

資金使途・持ち家の増改築・本人か親

族の冠婚葬祭費・本人か親族の医療費・

子どもの入学資金・物品購入資金　

貸付利率年1.80％

※使途が「教育資金」の場合は、年

1.70％も可

中央労働金庫平塚支店☎（23）2511

産業観光課　☎内線334

七賢堂特別開扉

　焼失を免れた七賢堂を吉田茂の生ま

れた日の９月22日より３日間、特別に

開扉します。開扉期間中は、NPO法人

大磯ガイドボランティア協会の方によ

る現地説明を行います。

９月22日（金）～24日（日）10時～16時 

大磯城山公園旧吉田邸地区

駐車場土日祝日　有料

大磯城山公園　☎ （61）0355

原爆供養塔納骨名簿の公開

　広島市にある平和記念公園内の「原

爆供養塔」に安置されている遺骨のう

ち、氏名等が判明しながらも未だにご

遺族が分からない方の名簿を町役場３

階総務課にて確認できます。

名簿設置期間10月31日（火）まで

総務課　☎内線210

広島市原爆被害対策部調査課

☎082（504）2191

「高齢者･障害者の人権あんしん相

談」強化週間

　人権擁護委員や法務局の職員が相談

に応じます。ひとりで悩まずご相談く

ださい。

９月４日（月）～９月10日（日）８時30

分～19時まで（土、日曜日は10時～17

時）相談電話番号（全国統一ナビダイヤ

ル）☎0570（003）110

横浜地方法務局人権擁護課

☎045（641）7926

町民課　☎内線237

点字電話帳（神奈川県版）のお知らせ 　　

　ＮＴＴ東日本の社会貢献活動の一環

として点字電話帳が発行されました。

障害福祉センターに置いてありますの

で、ご利用ください。

福祉課（障がい福祉センター）　

☎（73）4530

スポーツ大会の結果

６月18日（日）　国府小学校

優　勝　あおばとD

（加藤勝義・守屋正三・奥野枝美子）

準優勝　あおばとE

（山本勝己・吉村英夫・蔦谷明子）

▼～ターゲットユニカ～

優　勝　丹沢A

準優勝　あおばとＢ

（安藤憲和・小島秀夫・南川保）

第11回神奈川県ユニカール大会

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O

☎ 0120（83）0150
防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。 　危機管理課　☎内線241
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会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　９月26日（火）９時～
　生涯学習館　会議室
問学校教育課　☎内線322
農業委員会総会
　９月25日（月）13時30分～
　役場本庁舎　４階第２委員会室
問農業委員会　☎内線358

平成29年10月１日は

就業構造基本調査
　就業構造を把握し、皆さんの未
来に役立てます。調査員が伺いま
したら、ご回答をお願いします。
※この調査は、一部地域のみの実
施となります。
問政策課　☎内線206

相談の案内［９月］
相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

行 政 相 談 行政や特殊法人に対する要望や苦情 14日（木）13時～16時 福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 21日（木）13時～16時

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

14日（木）、21日（木）13時～16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月～金　９時30分～16時
平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月～金　９時30分～19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分～16時30分

電 話 教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～正午／13時～16時30分

大磯町教育研究所　教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問い合わせください。
５日（火）、12日（火）、19日（火）
13時30分～16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所

☎（32）0130　内線272

もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に
よる相談または家庭訪問を実施します

お問い合わせください。
21日（木）13時30分～16時30分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日～金曜日
８時30分～17時15分

児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065

高齢者介護相談 高齢者の介護に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談

毎週月曜日～土曜日
８時30分～17時15分

障害福祉センター　☎（73）4530

日曜日・祝日・夜間【17時15分
～８時30分】

大磯町役場　☎（61）4100

心 の 保 健 相 談 心の悩みや病気で困っている方の
社会参加・社会復帰支援の相談

毎週水曜日、第１第３土曜日
13時30分～15時（予約制）

障害福祉センター　☎（73）4530

※祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。詳しくは電話にてお問い合わせください。

ゆずります！ ゆずってください！

　各家庭にある日用品を対象とし
た不用品の登録やあっせんの受付
を行っています。
　最新情報はホームページまたは
町役場１階の掲示板をご覧くださ
い。
問町民課　☎内線237

不用品登録情報

対 象 者 生 年 月 日
88歳（米寿） 昭和３年９月３日～昭和４年９月２日生まれ
99歳（白寿） 大正６年９月３日～大正７年９月２日生まれ
100歳以上 　 大正６年９月２日以前生まれ　　　　　　　
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スポーツ健康課 ☎内線319

ワンタンの皮 ３枚
豚ひき肉 20ｇ
塩・こしょう 少々
長ねぎⒶ（みじん切り） ５ｇ
しょうが 少々
人参 20ｇ
長ねぎⒷ（せん切り） 20ｇ
コンソメ・塩 少々

ワンタンスープ
おおいそ学園でたくさん収穫できた長ねぎを使いました。
ワンタンの具が多めで、食べ応えがあるところがポイントです。

中学校１年生、
小学校４年生の作品（応募当時）

① 豚ひき肉に塩・こしょうを加えてよく練り混ぜる。みじん切りの長ね
　 ぎⒶとしょうがを加えてよく混ぜ、ワンタンの皮で包み、茹でる。
② 人参、長ねぎⒷはせん切りにして、コンソメと塩で調味したスープを
　 作る。
③ ②のスープに茹でたワンタンを浮かべる。

※小・中学生によるOisoレシピ集は町のホームページからダウンロードできます。
 また、保健センターでも配布しています。

（１人分）材 料

作 り 方

●なぎさの祭典の花火
7/29　大磯港(　 上田さん撮影）

●なぎさの祭典
7/29　大磯港(　 杉崎さん撮影）

町の人口と世帯
８月１日現在

人口 31,452（＋32）男 15,353（＋13）女 16,099（＋19）

佐藤　来未ちゃん（１歳）

一歳半を過ぎて、ますます好奇心いっ
ぱい。お姉ちゃんが大好きです。いつ
までも仲良くね!!

くる み

　　　栞ちゃん（８歳）
かんな

政策課 ☎内線207

世帯 12,465（＋15）　（　）は前月比

●町事業をWHOが視察
7/18　旧吉田茂邸(　 政策課撮影）

●アブラゼミの羽化中
7/25　国府新宿(　 高田さん撮影）
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